
令和４年度　道路メンテナンス事業

橋梁点検業務委託(上野・島ヶ原・伊賀)

数  量  計  算  書



細　　　　別 規　　　　格 単位 摘　要

業務

橋

橋

橋

L=15.0m未満 梯子 橋

L=15.0m以上 点検車 橋

L=15.0m以上 梯子 橋

橋

L=15.0m未満 橋

L=15.0m以上 橋

橋

業務

1500cc5人乗り N=0.168×(125+4)=21.672 日

N=0.308×3=0.924 日

数　量　総　括　表

4

工　　　　種 種　　　　別 数　　量

1

図面作成 132

125

132

橋梁点検

業務計画書

現地踏査 132

橋梁点検

健全度評価 132

125

点検調書作成 132

7

打合せ 1

ライトバン運転 22

直接経費

点検車運転 1

3



点検人員の算定根拠資料（橋長１５ｍ未満＿梯子）

１橋当たりの点検日数（日／橋）について、以下の算定式により算出する。

D=[｛A／（８・Yｂ）｝＋Dm]×係数　　　（日／１橋）

　　A　：　橋梁調査面積（㎡）で、A=L（橋長）×W(全幅員）（地覆外縁間距離） 3.6 × 6.2 ＝ 22.3 ㎡

　 Yb　：　１編成１時間当たりの基準作業量：調査面積との累乗近似式（㎡／ｈ）

0.58 0.58

　　梯子 ： 4.03×A 但しYbの最大を210とする 4.03 × 22.3 ＝ 24.4 ㎡／ｈ

Dm ： １橋当たりの移動日数 0.06 （日／１橋）

係数 ： 0.470

D ＝ [｛ 22.3 ／ （ 8 × 24.4 ）｝ ＋ 0.06 ] × 0.470 ＝ 0.082 日／１橋

橋梁点検日数 0.082 日／１橋 × 1 橋 ＝ 0.082 日

0.168 0.168 日とする。※１橋当りの点検日数の最小値は【梯子】の場合 日であるため



点検人員の算定根拠資料（橋長１５ｍ以上＿梯子）

１橋当たりの点検日数（日／橋）について、以下の算定式により算出する。

D=[｛A／（８・Yｂ）｝＋Dm]×係数　　　（日／１橋）

　　A　：　橋梁調査面積（㎡）で、A=L（橋長）×W(全幅員）（地覆外縁間距離） 15.9 × 8.6 ＝ 136.7 ㎡

　 Yb　：　１編成１時間当たりの基準作業量：調査面積との累乗近似式（㎡／ｈ）

0.58 0.58

　　梯子 ： 4.03×A 但しYbの最大を210とする 4.03 × 136.7 ＝ 69.8 ㎡／ｈ

Dm ： １橋当たりの移動日数 0.06 （日／１橋）

係数 ： 0.470

D ＝ [｛ 136.7 ／ （ 8 × 69.8 ）｝ ＋ 0.06 ] × 0.470 ＝ 0.143 日／１橋

橋梁点検日数 0.143 日／１橋 × 1 橋 ＝ 0.143 日

0.168 0.168 日とする。※１橋当りの点検日数の最小値は【梯子】の場合 日であるため



点検人員の算定根拠資料（橋長１５ｍ以上＿点検車）

１橋当たりの点検日数（日／橋）について、以下の算定式により算出する。

D=[｛A／（８・Yｂ）｝＋Dm]×係数　　　（日／１橋）

　　A　：　橋梁調査面積（㎡）で、A=L（橋長）×W(全幅員）（地覆外縁間距離） 22.7 × 5.2 ＝ 118.0 ㎡

　 Yb　：　１編成１時間当たりの基準作業量：調査面積との累乗近似式（㎡／ｈ）

0.53 0.53

点検車 ： 3.54×A 但しYbの最大を150とする 3.54 × 118.0 ＝ 44.4 ㎡／ｈ

Dm ： １橋当たりの移動日数 0.06 （日／１橋）

係数 ： 0.470

D ＝ [｛ 118.0 ／ （ 8 × 44.4 ）｝ ＋ 0.06 ] × 0.470 ＝ 0.184 日／１橋

橋梁点検日数 0.184 日／１橋 × 1 橋 ＝ 0.184 日

0.308 0.308 日とする。※１橋当りの点検日数の最小値は【点検車】の場合 日であるため



上野・島ヶ原・伊賀工区 15m未満
番号 国交省管理用番号 道路橋名 市道名 共架年 橋長（ｍ） 幅員（ｍ） 緯度 経度 点検評価

1 BR0-242161-00578 中旗橋 市道広沢線 1963 4.0 2.5 島ケ原 島ケ原 34.75800 136.05797 梯子
2 BR0-242161-00585 相田1号橋 市道石ケ峰線 1964 11.0 1.8 島ケ原 島ケ原 34.78108 136.06700 梯子
3 BR0-242161-00683 二六橋 市道愛田山畑1号線 1989 14.0 6.0 伊賀 愛田 34.80907 136.22439 梯子
4 BR0-242161-01490 半田3号橋 市道神戸依那古線 1989 3.0 7.0 上野 上神戸 34.68981 136.14828 梯子
5 BR0-242161-01495 渡り瀬橋 市道三田服部寺田線 1979 3.0 4.5 上野 三田 34.78567 136.12892 梯子
6 BR0-242161-01496 西條1号橋 市道山神土橋西條線 1988 2.0 9.1 上野 三田 34.79492 136.14969 梯子
7 BR0-242161-01499 木船橋 市道東條羽根線 1992 2.0 12.2 上野 服部 34.78517 136.14914 梯子
8 BR0-242161-01502 無名橋1 市道四十九下友生線 1992 4.0 12.1 上野 四十九 34.74914 136.14297 梯子
9 BR0-242161-01503 城田6号橋 市道依那具西明寺線 1989 2.0 6.7 上野 依那具 34.73433 136.14506 梯子
10 BR0-242161-01504 下友生1号橋 市道依那具西明寺線 1983 3.0 3.9 上野 下友生 34.74722 136.15475 梯子
11 BR0-242161-01505 下友生6号橋 市道依那具西明寺線 1987 4.0 9.5 上野 下友生 34.75086 136.15364 梯子
12 BR0-242161-01506 中川原1号橋 市道依那具笠部線 1983 4.0 4.4 上野 笠部 34.73339 136.13236 梯子
13 BR0-242161-01507 中川原3号橋 市道依那具笠部線 1983 4.0 6.1 上野 笠部 34.73219 136.12997 梯子
14 BR0-242161-01508 乙部6号橋 市道市部界外線 1989 4.0 4.7 上野 市部 34.72469 136.15583 梯子
15 BR0-242161-01509 無名橋1 市道沖比自岐線 1989 3.0 5.1 上野 沖 34.71303 136.15675 梯子
16 BR0-242161-01510 東口橋 市道下神戸上林日生高校線 1989 3.0 7.4 上野 上林 34.69381 136.15758 梯子
17 BR0-242161-01511 川原1号橋 市道下神戸上林日生高校線 1989 5.0 6.7 上野 上林 34.69367 136.15775 梯子
18 BR0-242161-01513 分城1号橋 市道西高倉東高倉線 1977 5.0 11.1 上野 東高倉 34.79436 136.10572 梯子
19 BR0-242161-01515 樋ノ口1号橋 市道農人町新服部橋線 1965 3.0 5.4 上野 平野六反田 34.77099 136.13556 梯子
20 BR0-242161-01516 無名橋1 市道西條高畑線 1993 4.0 5.7 上野 東条 34.78892 136.15314 梯子
21 BR0-242161-01517 川原田橋 市道市部依那古小学校線 1987 4.0 7.0 上野 市部 34.72106 136.15361 梯子
22 BR0-242161-01518 無名橋1 市道下郡上郡線 1986 3.0 34.0 上野 下郡 34.71706 136.15011 梯子
23 BR0-242161-01519 無名橋2 市道下郡上郡線 1988 4.0 4.6 上野 上郡 34.70458 136.15222 梯子
24 BR0-242161-01520 無名橋1 市道東出下郡線 1986 3.0 13.1 上野 下郡 34.71442 136.15092 梯子
25 BR0-242161-01523 六反田橋 市道平野上川原玄蕃町線 1990 3.0 14.6 上野 平野六反田 34.77094 136.13678 梯子
26 BR0-242161-01524 無名橋1 市道くれは３２号線 2000 3.0 10.9 上野 平野東町 34.77114 136.13972 梯子
27 BR0-242161-01525 無名橋1 市道くれは３４号線 2000 3.0 9.7 上野 平野東町 34.77097 136.13872 梯子
28 BR0-242161-01526 守田11号橋 市道池町平田線 1981 4.0 4.0 上野 守田町 34.75100 136.12033 梯子
29 BR0-242161-01527 四十九7号橋 市道四十九本郷４号線 1983 3.0 4.2 上野 四十九 34.74131 136.12758 梯子
30 BR0-242161-01528 守田1号橋 市道守田１号線 1983 3.0 4.3 上野 守田町 34.75272 136.12031 梯子
31 BR0-242161-01529 守田8号橋 市道守田３号線 1983 3.0 5.5 上野 守田町 34.74947 136.12025 梯子
32 BR0-242161-01530 守田9号橋 市道守田５号線 1983 4.0 4.0 上野 守田町 34.75256 136.12039 梯子
33 BR0-242161-01531 守田10号橋 市道守田８号線 1983 3.0 4.0 上野 守田町 34.74864 136.12122 梯子
34 BR0-242161-01532 芝床2号橋 市道芝床２号線 1983 5.0 6.0 上野 守田町 34.75392 136.11919 梯子
35 BR0-242161-01533 芝床3号橋 市道芝床３号線 1983 5.0 6.0 上野 守田町 34.75475 136.11936 梯子
36 BR0-242161-01534 上温井1号橋 市道南代上温井線 1974 3.0 9.0 上野 小田町 34.77317 136.11586 梯子
37 BR0-242161-01535 池田橋 市道寺井池田線 1995 4.0 5.2 上野 小田町 34.77736 136.12094 梯子
38 BR0-242161-01536 中島橋 市道東三田渡り瀬線 1979 3.0 3.6 上野 三田 34.78822 136.13414 梯子
39 BR0-242161-01537 長面橋 市道印代府中小学校線 1975 5.0 3.0 上野 土橋 34.79047 136.14486 梯子
40 BR0-242161-01538 里屋敷橋 市道千歳中央線 1988 3.0 9.8 上野 千歳 34.79592 136.16514 梯子
41 BR0-242161-01539 無名橋1 市道品戸野添線 1992 5.0 2.1 上野 千歳 34.79436 136.15725 梯子
42 BR0-242161-01540 寺田7号橋 市道南寺田北寺田線 1984 3.0 5.1 上野 寺田 34.77631 136.16544 梯子
43 BR0-242161-01541 寺田8号橋 市道南寺田北寺田線 1984 2.0 5.8 上野 寺田 34.77767 136.16556 梯子
44 BR0-242161-01542 寺田10号橋 市道寺田高畑線 1984 2.0 6.6 上野 寺田 34.77700 136.16344 梯子
45 BR0-242161-01543 無名橋1(4334号線) 市道下荒木野々浦線 2011 3.0 5.0 上野 荒木 34.76967 136.16014 梯子
46 BR0-242161-01544 無名橋1(4330号線) 市道下清水寺之前線 2011 3.0 5.0 上野 荒木 34.76856 136.16478 梯子
47 BR0-242161-01545 無名橋1(4341号線) 市道下荒木寺山池線 2011 3.0 5.0 上野 荒木 34.77044 136.16483 梯子
48 BR0-242161-01546 寺田2号橋 市道寺田８号線 1983 2.0 5.7 上野 寺田 34.77794 136.16047 梯子
49 BR0-242161-01547 無名橋1 市道印代土橋一之宮線 1993 4.0 4.1 上野 土橋 34.78994 136.14661 梯子
50 BR0-242161-01548 無名橋2 市道印代土橋一之宮線 1993 3.0 3.9 上野 一之宮 34.78967 136.15556 梯子
51 BR0-242161-01550 高羽根橋 市道服部山神東條線 1990 4.0 4.1 上野 三田 34.78636 136.13711 梯子
52 BR0-242161-01551 無名橋1 市道服部山神東條線 1990 5.0 4.5 上野 山神 34.78978 136.13917 梯子
53 BR0-242161-01552 無名橋2 市道東條服部線 1990 4.0 6.4 上野 土橋 34.79319 136.14750 梯子
54 BR0-242161-01553 無名橋3 市道東條服部線 1990 4.0 4.1 上野 土橋 34.79119 136.14419 梯子
55 BR0-242161-01554 無名橋4 市道東條服部線 1990 4.0 4.0 上野 山神 34.78928 136.14128 梯子
56 BR0-242161-01555 無名橋1 市道一之宮千歳線 1993 3.0 4.0 上野 千歳 34.79044 136.15847 梯子
57 BR0-242161-01556 無名橋2 市道一之宮千歳線 1993 3.0 4.0 上野 山神 34.79433 136.15889 梯子
58 BR0-242161-01557 中川原橋 市道服部1号線 1996 4.0 7.3 上野 千歳 34.77889 136.14006 梯子
59 BR0-242161-01558 無名橋1 市道新寺貴船線 1988 3.0 4.0 上野 服部町 34.78519 136.14794 梯子
60 BR0-242161-01559 東川原橋 市道東川原宮ノ西線 1987 3.0 4.0 上野 寺田 34.77522 136.16703 梯子
61 BR0-242161-01560 無名橋1 市道金善池線 1990 3.0 3.3 上野 西明寺 34.75514 136.15058 梯子
62 BR0-242161-01561 無名橋1(4306号線) 市道有井袋垣内線 2011 3.0 5.2 上野 西明寺 34.76889 136.15458 梯子
63 BR0-242161-01562 柳原1号橋 市道大北稲葉線 1984 3.0 8.1 上野 蓮池 34.73597 136.20972 梯子
64 BR0-242161-01564 下友生5号橋 市道旗峰下友生中友生線 1983 3.0 6.0 上野 下友生 34.74694 136.16275 梯子
65 BR0-242161-01565 久保川原1号橋 市道旗峰下友生中友生線 1983 5.0 4.2 上野 中友生 34.74564 136.16775 梯子
66 BR0-242161-01566 横山2号橋 市道横山野田線 1984 3.0 6.5 上野 蓮池 34.73594 136.20967 梯子
67 BR0-242161-01568 下友生2号橋 市道久保川原橋廣川原線 1983 5.0 4.1 上野 中友生 34.74544 136.16764 梯子
68 BR0-242161-01569 下友生4号橋 市道久保川原橋廣川原線 1983 5.0 4.0 上野 下友生 34.74806 136.15278 梯子
69 BR0-242161-01570 蓮池4号橋 市道蓮池1号線 1984 4.0 4.0 上野 蓮池 34.73817 136.20553 梯子
70 BR0-242161-01571 南浦橋 市道南蒲城谷線 1970 5.0 2.8 上野 喰代 34.73806 136.21964 梯子
71 BR0-242161-01572 沖1号橋 市道沖依那古小学校線 1987 3.0 5.0 上野 沖 34.71808 136.15453 梯子
72 BR0-242161-01573 北浦橋 市道沖市部線 1987 4.0 8.2 上野 沖 34.71992 136.15675 梯子
73 BR0-242161-01574 無名橋1 市道沖丸山中学校線 1989 3.0 3.4 上野 沖 34.71261 136.15881 梯子
74 BR0-242161-01575 無名橋2 市道沖丸山中学校線 1989 2.0 7.0 上野 才良 34.70783 136.16011 梯子
75 BR0-242161-01577 無名橋1 市道下代線 1986 3.0 12.0 上野 下郡 34.71594 136.15047 梯子
76 BR0-242161-01578 無名橋1 市道下代南馬場線 1986 3.0 14.2 上野 下郡 34.71344 136.15122 梯子
77 BR0-242161-01579 無名橋2 市道下代南馬場線 1986 3.0 25.3 上野 下郡 34.71281 136.15139 梯子
78 BR0-242161-01580 無名橋1 市道下代1号線 1986 3.0 13.1 上野 下郡 34.71517 136.15069 梯子
79 BR0-242161-01582 下郡4号橋 市道森寺上郡線 1983 2.0 6.5 上野 上郡 34.70806 136.14700 梯子
80 BR0-242161-01584 東浦1号橋 市道東浦杉之本線 1989 3.0 3.4 上野 才良 34.71139 136.15583 梯子
81 BR0-242161-01585 無名橋1 市道北馬場下代2号線 1986 3.0 20.5 上野 下郡 34.71472 136.15086 梯子
82 BR0-242161-01586 下郡1号橋 市道南馬場石丸線 1983 2.0 7.5 上野 上郡 34.70600 136.14786 梯子
83 BR0-242161-01587 下郡6号橋 市道門堀古角線 1983 2.0 5.0 上野 上郡 34.70531 136.14814 梯子
84 BR0-242161-01589 下郡8号橋 市道門堀古角線 1983 3.0 12.0 上野 上郡 34.70372 136.14236 梯子
85 BR0-242161-01591 下郡5号橋 市道南馬場石丸1号線 1983 3.0 6.6 上野 上郡 34.70489 136.14594 梯子
86 BR0-242161-01592 木之内1号橋 市道木之内西田線 1983 4.0 4.0 上野 依那具 34.73564 136.13617 梯子
87 BR0-242161-01593 川原田1号橋 市道川原田線 1987 4.0 5.1 上野 市部 34.72128 136.15111 梯子
88 BR0-242161-01594 乙部7号橋 市道正興寺線 1989 4.0 6.8 上野 市部 34.72542 136.15606 梯子
89 BR0-242161-01595 乙部8号橋 市道乙部沢田線 1989 4.0 6.1 上野 市部 34.72650 136.15500 梯子
90 BR0-242161-01596 下代橋 市道下代４号線 1986 3.0 10.0 上野 下郡 34.71733 136.15000 梯子

所在地



上野・島ヶ原・伊賀工区 15m未満
番号 国交省管理用番号 道路橋名 市道名 共架年 橋長（ｍ） 幅員（ｍ） 緯度 経度 点検評価所在地

91 BR0-242161-01598 西出橋 市道田中西出線 1957 7.0 1.2 上野 比自岐 34.70750 136.18869 梯子
92 BR0-242161-01600 押久保1号橋 市道上神戸押久保線 1973 3.0 3.4 上野 上神戸 34.68456 136.14242 梯子
93 BR0-242161-01601 無名橋1 市道枅川才良線 1989 2.0 4.0 上野 才良 34.70922 136.15869 梯子
94 BR0-242161-01603 無名橋1 市道大北東線 1988 2.0 6.5 上野 下神戸 34.69875 136.15436 梯子
95 BR0-242161-01607 中尾橋 市道上出菖蒲池線 1972 2.0 6.0 上野 予野 34.70914 136.10472 梯子
96 BR0-242161-01608 宮ノ東橋 市道岡八幡神社線 1982 2.0 12.7 上野 白樫 34.72825 136.08014 梯子
97 BR0-242161-01610 森西橋 市道森田前西出線 1977 3.0 3.5 上野 予野 34.70661 136.09122 梯子
98 BR0-242161-01611 余谷橋 市道西出第２高塚団地線 1977 3.0 4.6 上野 予野 34.71039 136.09247 梯子
99 BR0-242161-01613 中野橋 市道中野灰谷線 1974 2.0 6.0 上野 予野 34.70864 136.10528 梯子
100 BR0-242161-01614 中道ノ下橋 市道清水北山線 1977 2.0 7.2 上野 大野木 34.74800 136.10983 梯子
101 BR0-242161-01615 中道ノ下1号橋 市道高之畑池尻線 1977 3.0 6.1 上野 大野木 34.74614 136.10950 梯子
102 BR0-242161-01616 婦け橋 市道高芝婦け線 1977 3.0 4.0 上野 大野木 34.74533 136.10764 梯子
103 BR0-242161-01618 南田1号橋 市道東出出城線 1990 3.0 4.5 上野 東高倉 34.78272 136.11428 梯子
104 BR0-242161-01619 北鎌川原1号橋 市道東出高砂線 1991 3.0 5.2 上野 東高倉 34.78592 136.11667 梯子
105 BR0-242161-01620 北鎌川原2号橋 市道東出北鎌川原線 1991 3.0 5.2 上野 東高倉 34.78583 136.11778 梯子
106 BR0-242161-01621 北鎌川原3号橋 市道大坪北鎌川原線 1991 3.0 5.0 上野 東高倉 34.78428 136.11683 梯子
107 BR0-242161-01655 無名第1橋 市道柘植山畑線 1958 6.0 3.5 伊賀 上村 34.82456 136.24564 梯子
108 BR0-242161-01656 無名第1橋 市道大沢霊山線 1975 5.0 3.0 伊賀 柘植町 34.82967 136.25871 梯子
109 BR0-242161-01657 無名第2橋 市道大沢霊山線 1975 6.0 3.0 伊賀 柘植町 34.82903 136.26025 梯子
110 BR0-242161-01658 無名第3橋 市道大沢霊山線 1974 5.0 3.0 伊賀 柘植町 34.82814 136.26276 梯子
111 BR0-242161-01659 無名第4橋 市道大沢霊山線 1973 5.0 3.0 伊賀 柘植町 34.82634 136.26746 梯子
112 BR0-242161-01660 無名第5橋 市道大沢霊山線 1971 3.0 3.0 伊賀 柘植町 34.82516 136.26861 梯子
113 BR0-242161-01661 無名第6橋 市道大沢霊山線 1972 4.0 2.9 伊賀 柘植町 34.82471 136.26944 梯子
114 BR0-242161-01662 無名第7橋 市道大沢霊山線 1975 4.0 3.0 伊賀 柘植町 34.82206 136.27037 梯子
115 BR0-242161-01663 無名第1橋 市道田代霊山線 1972 4.0 1.5 伊賀 山畑 34.80311 136.26191 梯子
116 BR0-242161-01664 無名第2橋 市道田代霊山線 1972 3.0 1.5 伊賀 山畑 34.80342 136.26240 梯子
117 BR0-242161-01665 無名第3橋 市道田代霊山線 1973 4.0 1.5 伊賀 山畑 34.80397 136.26371 梯子
118 BR0-242161-01666 無名第4橋 市道田代霊山線 1973 4.0 1.5 伊賀 山畑 34.80485 136.26418 梯子
119 BR0-242161-01668 無名第3橋 市道旧大和街道線 1993 3.0 6.0 伊賀 柏野 34.81444 136.19967 梯子
120 BR0-242161-01669 無名第1橋 市道柏野川西線 1970 4.0 2.5 伊賀 川東 34.81164 136.19620 梯子
121 BR0-242161-01670 無名第2橋 市道炊川東線 1988 3.0 9.0 伊賀 川西 34.79764 136.20389 梯子
122 BR0-242161-01671 無名第1橋 市道芝先１号線 1982 2.0 7.6 伊賀 柘植町 34.84423 136.23696 梯子
123 BR0-242161-01673 無名第1橋 市道楯岡小杉線 1979 5.0 8.1 伊賀 小杉 34.85340 136.22645 梯子
124 BR0-242161-01674 無名第1橋 市道西之沢上野線 1995 6.0 6.6 伊賀 西之澤 34.80368 136.18494 梯子
125 BR0-242161-01723 無名第1橋 市道切提線 1995 4.0 3.0 伊賀 愛田 34.80634 136.23763 梯子

平均橋長 平均幅員
橋長15ｍ未満　点検車 0 橋
橋長15ｍ未満　梯子　 125 橋 3.6 6.2



番号 国交省管理用番号 道路橋名 市道名 共架年 橋長（ｍ） 幅員（ｍ） 緯度 経度 点検評価

1 BR0-242161-01220 高橋 市道依那古花之木線 1968 15.0 4.5 上野 猪田 34.72044 136.14264 点検車
2 BR0-242161-01331 無名第2橋 市道愛田新堂停車場線 1990 15.0 6.0 伊賀 愛田 34.80945 136.22575 梯子
3 BR0-242161-01423 馬場西橋 市道森尻馬場西線 1978 15.0 4.0 上野 比自岐 34.70361 136.18408 梯子
4 BR0-242161-01597 渋田2号橋 市道ゆめが丘摺見線 2012 15.0 12.5 上野 市部 34.73658 136.17622 梯子
5 BR0-242161-01719 峠の下橋 市道大代狭間線 2014 33.0 7.0 上野 枅川 34.70425 136.16592 点検車
6 BR0-242161-01720 黒土橋 市道大野木大内線 1983 20.0 4.0 上野 大内 34.74235 136.11244 点検車
7 BR0-242161-01734 稲葉橋 市道西明寺緑ヶ丘線 2021 18.7 12.0 上野 西明寺 34.76705 136.14990 梯子

平均橋長 平均幅員
橋長15ｍ以上　点検車 3 橋 22.7 5.2
橋長15ｍ以上　梯子　 4 橋 15.9 8.6

所在地



特 記 仕 様 書 

 

１．目的 

   本業務は、伊賀市が管理する橋梁の現状を把握し、橋梁の維持管理に必要となる基

礎資料を得ることを目的とする。 

 

２．適用図書 

   本業務の橋梁点検に関する作業については、「伊賀市橋梁点検要領令和３年４月」に

よること。 

 

３．点検従事者について 

   点検業務に従事する者のうち１名は、「三重県橋梁点検技術者講習会」を受講し、受

講証明書の交付を受けた者とする。 

 

４．点検業務について 

（１） 計画準備 

  ① 業務計画書 

    ・伊賀市より貸与された資料等をもとに、業務計画書を作成する。 

    ・業務計画書には、「三重県橋梁点検技術者講習会」の受講証明書を添付すること。 

  ② 図面作成 

    ・伊賀市により提供された橋梁台帳により、チェックシートの概略図を作成する。

ただし、橋梁一般図等がない場合は、請負者において現地調査を行い、点検要領

に基づく点検に必要な概略図を作成すること。 

（２） 現地踏査 

    ・橋梁点検に先立って現地調査を行い、点検計画を策定するために必要な進入路、

交通状況等を把握すること。 

（３）関係機関協議 

    ・他機関との協議が必要な橋梁については、監督員へ報告すること。 

（４） 点検 

    ・「伊賀市橋梁点検要領令和３年４月」に基づき点検を行う。また、必要に応じて

橋梁台帳の記載事項（塗装面積、高欄の種類、落橋防止施設の種類等）を補完す

るために現地で調査を行う。なお、支承については、損傷がなくても各支点（橋

台・橋脚）で１ヶ所写真を撮影すること。 

    ・支承等に土砂が被さっている場合は、それを撤去したうえで点検を行うこと。 

 



（５） 点検調書作成 

    ・点検結果をもとに、伊賀市橋梁点検要領のチェックシートを清書し、写真等の

整理を行う。 

    ・点検結果を発注者が提供するエクセルシートに入力すること。 

（６） 打合せ 

    ・作業計画書をもとに、調査方法、内容等を打ち合わせるとともに、発注者より

橋梁点検に必要な資料等の貸与を受けること。 

（７） 安全管理 

    ・本業務を実施するにあたり、本特記仕様書に定める図書のほか、関連法令等を

遵守し、作業の安全確保に努めること。 

（８） 土地の立ち入り等について 

    ・本業務を実施するために第三者の土地に立ち入る場合、または、第三者所有の

草木等の伐採が必要な場合は、受注者において了解を得ること。 

（９） 健全度評価 

    ・本業務で点検を行った橋梁について、「伊賀市橋梁点検要領損傷事例」を参考に、

損傷度の見直しを行い、橋梁の健全度評価（４段階）を行うこと。 

（１０） その他 

    ・本特記仕様書に定めないものは、「三重県業務委託共通仕様書」によるものとす

る。 

（１１） 工程管理（履行報告） 

    ・業務計画書に基づき全体工程を作成し、毎月末の履行状況を所定の様式に基づ

き作成し、翌月の３日までに監督員に提出すること。なお、工程に遅れが生じて

いる場合は、全体工程を修正し、履行状況の提出に併せて修繕全体工程表を提出

すること。 

（１２） 橋梁点検データの整理について 

    ・伊賀市橋梁点検要領令和３年４月Ｐ93 からＰ107 に基づくこと。 

    ・データの整理が完了後、橋梁点検データを三重県建設技術センターでフォルダ

構成等の作業を行いますので、不適合が見受けられた場合は、修正等の作業を行

うこと。なお、時期については監督員と協議を行うこと。 

（１３） 新技術導入について 

    ・橋梁の点検支援技術について、点検実務の省力化、点検の質の確保・向上、点 

検コストの低減等観点から、従来方法との検討を行い成果品等にて検討のプロ 

セス、結果をまとめること。 

 



点検データ管理用 1/4（2020年6月）

　本追加特記仕様書は、業務の委託を受けた者（以下「乙」という。）が成果品とし

て定められている電子納品用成果とは別に、発注者（以下「甲」という。）データ保

管のための電子データ（以下「保管用データ」という。）の作成について定めるもの

である。

１　通　則

　保管用データ作成については、本追加特記仕様書に基づき実施するものとし、本追

加特記仕様書等に明示なき事項、又は疑義が生じた場合には、甲乙協議の上これを定

めるものとする。

２　提出部数及び収蔵電子媒体

（１）作成部数１部

（２）収蔵電子媒体はＤＶＤ-ＲまたはＣＤ-Ｒを用いるものとするが、甲との協議に

　　　より了承を得た場合はこの限りではない。

（３）提出する収蔵電子媒体は、最新のバージョンによるウイルスチェックを実施し、

　　　脅威が検出されていない旨を甲に報告しなければならない。

３　橋梁基本情報の作成

（１）橋梁基本情報とは、対象となる橋梁の諸元（位置や橋梁名など）を示すもので

　　　あり、甲より作成の指示のあった場合は、別途甲より提供する様式「橋梁基本

　　　情報登録」において必要な情報を入力し、提出しなければならない。

（２）甲より配布される様式類については、レイアウト（行や列の挿入・削除）等改

　　　変することはできない。やむを得ず改変する場合は、甲に改変内容を書面にて

　　　提示しなければならない。

４　橋梁点検にかかる保管用データの作成（参考資料参照）

（１）橋梁点検については、別途特記仕様書に示されている伊賀市橋梁点検要領に

　　　基づき実施し、保管用データを取りまとめ格納しなければならない。

保管用データ作成にかかる追加特記仕様書

（橋梁点検データ管理用）
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　　　① 保管用データ格納フォルダーは、橋梁毎に所定のフォルダー構成でチェッ

　　　　 クシート、橋梁管理カルテ、国が定める記録様式のエクセルファイルを格

　　　　 納したものを、甲より乙に配布する。

　　　②甲より配布される様式類は、レイアウト（行や列の挿入・削除）等改変する

　　　　ことはできない。やむを得ず改変する場合は、甲に報告し協議のうえ指示を

　　　　得なければならない。

　　　③ チェックシート、橋梁管理カルテ、国が定める記録様式の成果データは、

　　　　 配布したエクセルファイルを用いて作成しなければならない。なお、エク

　　　　 セルファイルは個別の橋梁単位で作成しているため、別の橋梁に複写して

　　　　 作成してはならない。

　　　④ 保管用データ格納フォルダーは、橋梁単位、径間単位で格納しているため

　　　　 現地と相違がある場合、甲に報告し協議のうえ指示を得なければならない。

（２）報告書フォルダーには、別途示す「業務対象橋梁一覧」を格納しているため、

　　　対象橋梁の確認を行い、相違がある場合は甲に報告し協議のうえ指示を得な

　　　ければならない。

（３）報告書フォルダーには、設計報告書をＰＤＦにて一式格納しなければならない。

（４）報告書フォルダーには、甲より指示のない限り、オリジナルデータは格納して

　　　はならない。

（５）その他伊賀市橋梁点検要領に記載のないものについては、甲と協議のうえ

　　　指示を得なければならない。

（６）成果品（保管用データ）については、甲より提供されるチェックシステムを用

　　　いてチェックを行い、エラーの無いように修正しなければならない。

（７）チェックシステムにおける警告事案に関しては、警告内容を甲に書面にて報告

　　　し、協議のうえ指示を得なければならない。

（８）本追加特記仕様書に示す仕様と異なるもので提出された場合、甲より補修の要

　　　請があった場合は、その仕様に合致するよう乙の責により補修しなければなら

　　　ない。

【参考資料】

１．橋梁基本情報登録について

２．橋梁点検にかかる保管用データ格納フォルダー構成について

３．業務対象橋梁一覧について
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【参考資料】

１．「橋梁基本情報登録」について

　別途指定する様式に基づき、橋梁基本情報を作成する。

橋梁基本情報の作成において、「橋梁番号、分割番号、管理者、道路種別、路線番号、

路線名、市町村名、現旧新別、橋梁種別、橋梁分類、橋梁名、上部工構造形式、

上部工使用材料、架設年次、橋長、径間数、橋梁名かな、起点側緯度、起点側経度」

が入力必須項目となる。

２．「橋梁点検にかかる保管用データ格納フォルダー構成」について

　※各橋梁毎に格納するデータ等のフォルダ構成やファイル形式、細則等については

　　伊賀市橋梁点検要領の最新版による。

　※20XX年度 橋梁点検データフォルダの命名規則について

　　フォルダ名は、「20XX年度␣橋梁点検」という文字を含めて命名を行う。 

　　「20XX年度␣」を先頭として、「橋梁点検」という文字をどこかに含める。

　　なお、"␣"は空白（スペース）を意味し、半角か全角かは問わない。
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３．報告書フォルダーに組み込む「業務対象橋梁一覧」について

　※エクセルシートを用い、一行目Ａ列に橋梁番号、Ｂ列に分割番号、Ｃ列に路線名、

　　Ｄ列に橋梁名のタイトルを入力し、二行目からそれぞれ該当情報を入力したもの

　　を格納する。



特記仕様書（設計業務条件一覧表）
№1

ア 適用図書 ☑

☑
部分改正を行った内容も含む（最新改正　令和3年4月1日）

□
部分改正を行った内容も含む（最新改正　令和3年7月一部改訂）

☑

イ 業務計画等 ☑ 日以内に業務計画書（工程表）を監督員に提出する。

☑

☑

□

ウ 成果の提出 □

☑ □ ☑ （２　）部）とする。

☑

☑

□

エ 工程関係 □

□ 関係機関との協議の必要あり（別途資料作成必要あり）

☑

オ □ ☑ 下記のいずれかの者）とする。

☑ 技術士

（　☑ 部門 鋼構造及びコンクリート 科目

□ 部門・科目を問わない）

☑

☑

（ ☑ 部門、 □ 部門を問わない）

□

☑

☑

建設

上記の技術士と同等の能力と経験を有する技術者（技術管理者）

ＲＣＣＭの資格保持者

鋼構造及びコンクリート

受注者の責任において定めた、業務の履行に必要な知識と経験を有する
者

管理技術者
のその他要
件

配置予定技術者届出書に記載した技術者を契約時に配置しなければならな
い。

その他（監理技術者及び照査技術者の兼務はできないものとする。）

別途業務との工程調整の必要あり

（別途業務名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

その他（毎月末の履行報告書を翌月３日までに監督員に提出すること。）

管理技術者
の要件

管理技術者は、（ 下記の者

（工程に遅れが生じている場合は、全工程を修正し、履行報告書の提
出に併せて修正全体工程表を提出すること。）

本業務における成果物の提出部数は、（ ３部　

指示する期日までに提出する成果物あり。（　監督員と協議による。　）

検査用として成果物の印刷物（Ａ４版簡易ファイル、年度・委託名・完成年
月・受発注者名を明示、図面は袋とじ）を１部提出する。

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    ）

業務完了の10日前までに数量報告書（工種、設計数量、実施数量等を記載）
を監督員に提出する。

業務日報は、監督員が提出を要求したときすみやかに提出する。

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

電子記憶媒体で提出すること。

契約締結後　　　14

明示項目 明示事項（条件及び内容）

設計業務等委託契約書

設計業務等共通仕様書（三重県）【平成27年11月制定】

三重県公共工事共通仕様書（三重県）【令和2年8月制定】

その他（三重県を伊賀市と読み替える。）

（注）
１．上記受託業務事項・条件及び内容のレ印該当欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明
　　示する。
２．明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、発注者と別途協議
　　し、適切な措置を講ずるものとする。
３．別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。

伊賀市
令和2年5月



特記仕様書（設計業務条件一覧表）
№2

明示項目 明示事項（条件及び内容）

カ 照査技術者 □

☑

照査技術者は、（　 □ ☑ 下記のいずれかの者）とする。

☑ 技術士

（　□ 部門 科目、 □ 部門、

☑ 部門・科目を問わない）

☑

☑

（ □ 部門、 ☑ 部門を問わない）

□

☑

照査の実施 ☑

☑

□

キ 打合せ等 ☑

☑ 中間打合せ回数は 　　回とする。

☑

☑ ☑ ☑ 回

☑

とする。

ク 資料の貸与 ☑

成果物納入時（成果物案の打合せ時を含む））の打合せに出席するもの

発注者の貸与する資料は、次のとおりとする。

（　道路台帳  ）

設計業務等着手時及び成果物納入時（成果物案の打合せ時を含む）及び設計
図書で定める業務の区切りにおける打合せには、管理技術者が出席するもの
とする。

1

中間打合せについては、管理技術者が出席するものとする。

照査技術者については（ 設計業務着手時 中間打合せ 1

受注者の責任において定めた、業務の履行に必要な知識と経験を有する
者

その他（監理技術者及び照査技術者の兼務はできないものとする。）

照査は下記も含めて実施し、これに基づいて作成した資料は照査報告書に含
めて提出しなければならない。

詳細設計照査要領（国土交通省大臣官房技術調査課監修（平成29年3月版））

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      ）

概略・予備・詳細設計等については、照査技術者を定めなければならない。

次の業務には、照査技術者を定めなければならない。

　（　業務全般　）

照査技術者
の要件

下記の者

　　　　　　　　 　　　　　　　　

上記の技術士と同等の能力と経験を有する技術者（技術管理者）

ＲＣＣＭの資格保持者

（注）
１．上記受託業務事項・条件及び内容のレ印該当欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明
　　示する。
２．明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、発注者と別途協議
　　し、適切な措置を講ずるものとする。
３．別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。

伊賀市
令和2年5月



特記仕様書（設計業務条件一覧表）
№3

明示項目 明示事項（条件及び内容）

ケ 業務条件 □

コ その他 ☑

☑

☑

(1)

(2)

(3)

暴力団員等による不当介入（伊賀市の締結する契約等からの暴力団等排除措
置要綱第２条第１１号）を受けた場合の措置について

受注者は暴力団員等（伊賀市の締結する契約等からの暴力団等排除措置
要綱第２条第９号）による不当介入を受けた場合は、断固としてこれを
拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに三重県警察本部に
通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

(1)により三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を
行った場合には、速やかに発注者に報告すること。発注者への報告は必
ず文書で行うこと。

受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じ
る等の被害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。

業務条件は下記のとおりとする。

成果物の中で他の文献、資料等を引用した場合出典名を報告書に明記するこ
と。

設計に採用する材料等について、「三重県リサイクル製品利用推進条例」に
基づく認定リサイクル製品に該当する材料等がある場合は、採用を検討する
こと。
検討した結果、該当する材料等については、監督員と協議のうえ、成果物
（設計図面、数量計算書等）の使用材料を表示する欄に「認定リサイクル製
品」と記載すること。

（注）
１．上記受託業務事項・条件及び内容のレ印該当欄は、作業に当たって制約を受ける事となるので明
　　示する。
２．明示事項に変更が生じた場合及び明示されていない制約等が発生したときは、発注者と別途協議
　　し、適切な措置を講ずるものとする。
３．別途協議とは、設計・現場説明又は作業打合せ等により協議するものとする。

伊賀市
令和2年5月



概
略
側
面
図
・
断
面
図
・
平
面
図

全景写真１

橋 梁 分 類

上 部 工 構 造 形 式

分 割 番 号

全景写真２

歩道幅員左

( ふ り が な )

橋 名

最大支間長(m)

架 設 年 次

上 部 工 使 用 材 料

橋 梁 種 別

セ ン サ ス 番 号現 況

舗 装 種 別

適 用 示 方 書

上 部 工 床 版 形 式

現 旧 新 別

整理番号

大 字 小 字 名

橋 格 セ ン サ ス 年 度

整理番号

歩道幅員右

橋梁基本

総 径 間 数

市 町 村 名

路肩幅員右

路 面 位 置

中央帯幅員路肩幅員左

橋梁中心X座標緊急輸送道路指定

（単位　ｍ）

幅 員 構 成

路線名

車道幅員全幅員

橋 長 (m)

橋 梁 コ ー ド

耐 荷 荷 重

橋梁中心Y座標

路線番号

自動車類交通量

大型車交通量設 置 箇 所

架 橋 状 態 備考

管理者 道路種別

管理グループ

下 部 工 基 礎

基
本
諸
元



橋梁コード

分割番号

記　　　　　　　　　　　　　　　事

代　表　的  な  損　傷　状　況　・　位　置　な　ど　の　概　要

点検区分
部　材（部　位）

点検区分
損傷度

(最悪値)

前　回　点　検　の　評　価

橋 梁 名

構造物の機能に支障が生じる可能性があり、
早期に措置を講ずべき状態

Ⅰ

構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能
性が

径 間 番 号 上部工構造形式

下部工構造形式支 間 長 (m)

添架物

遮音施設

照明施設

点検施設

その他付属物

高欄　等

下部工

支　承

下部工躯体

本体

その他
部　位
(部材)

モルタル

路面

伸縮装置

構造物の機能に支障が生じていない状態

構造物の機能に支障が生じていないが、
予防保全の観点から措置を講ずることが望ましい状

内容

上部工

主桁

横桁・縦桁

床版

落橋防止ｼｽﾃﾑ

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

橋面工
(その他)

排水施設

基礎

点検調書（１/１）

市町村名点 検 日 点 検 会 社 名 点 検 者 名

路線番号

Ⅳ

健全性
(4段階）

直営・委託・その他

全
体
損
傷
概
要

Ⅱ

Ⅲ

健全性

建 設 部 名

前 回 点 検 日

点 検 種 別

点 検 区 分

点 検 方 法

定期　・　緊急

目視　・　調査

路 線 名道 路 種 別

写真
番号

損傷度
(最悪値)

写真
番号

備　考

健全性
(4段階)



上部工 or 下部工損傷位置図

建 設 部 名

道 路 種 別 路 線 名
橋 梁 名

橋梁コード

分割番号

損傷スケッチ図（１/○）

市町村名点 検 日 点 検 会 社 名 点 検 者 名

路線番号



健全性

写真番号

径間番号

部材番号

写真番号

健全性 健全性

健全性

備考

備考

部材番号

部材番号

写真番号

道 路 種 別

市町村名

径間番号

径間番号

損傷状況

備考

点 検 日 点 検 会 社 名

写真番号

径間番号

部材番号

備考

損傷写真集（１/○）

橋 梁 名
建 設 部 名橋梁コード

損傷状況

路線番号

分割番号 路 線 名

点 検 者 名

損傷状況損傷状況



建設部名

道路種別

補修補強面積（m2）

適用示方書

工事費用（百万）

補修・改良工法

損傷原因

対象部材

補修および改良年月日

上部工構造形式

上部工使用材料

橋梁コード

分割番号

補修Ｎｏ．

内容

項目 内容

径間番号

支間長(m)

補修・改良理由

備考

項目

補修Ｎｏ．

補修および改良年

コメント

対象部材

損傷原因

損傷概要のわかる図面 損傷概要のわかる写真

損傷概要のわかる図面 損傷概要のわかる写真

補修・改良工法

補修・改良理由

工事費用（百万）

備考

補修履歴調書（１/○） 橋 梁 名

適用示方書

補修補強面積（m2）



県市町名 路線名 橋種

橋梁コード 位置（起点側） 橋長(m)

橋梁名 位置（終点側） 総径間数

1 路面の凹凸 供用性を評価

2 舗装の異常

3 遊間の異常 供用性を評価

4 路面の凹凸
伸縮装置固定部の後打
ちコンクリートを評価

5

鋼製ジョイントの場
合

腐食，亀裂，
ゆるみ・脱落，破断

など

6
変形・欠損、漏水な

ど　　　(ゴム系)

7
腐食,変形・欠損な

ど
供用性を評価

8
腐食,変形・欠損な

ど
供用性を評価

9
腐食,変形・欠損な

ど
供用性を評価

点検径間番号

上部工塗装面積

点検項目 損傷状況
損傷程度の評価（該当する項目に○を付けて下さい）点検項目中の( )内は健全性評価目安である

点検項目

点検日

点検者

写真番号
（複数記入

可）

損傷数量
損傷度Ｂ

損傷数量
損傷度Ａ

備考該当部材
無し

O.K　（健全性：Ⅰ） B1　(健全性：Ⅰ～Ⅱ) B2　(健全性：Ⅰ～Ⅱ) A　(健全性：Ⅰ～Ⅱ)

橋
面

路面

部材無し
凹凸20ｍｍ未満の損傷がある。
損傷箇所が少ない。

凹凸20ｍｍ以上の損傷がある。
損傷箇所が比較的多い。

凹凸30ｍｍ以上の損傷がある。
損傷箇所や面積が多く広い。

伸縮装置

部材無し
各遊間に差はあるが必要程度の
遊間は確保されている。

各遊間の間隔が極端に異なって
いる。直角方向にずれている。

装置の櫛の歯が完全に離れてい
る。
桁とパラペットあるいは桁同士が
接触している。

高欄・防護柵・
地覆・中央分離帯

部材無し

(鋼部材の場合)錆は表面錆で板
厚の減少や断面欠損はなく、錆
びの面積は50％未満。
部材等の変形、欠損はない。
(コンクリート部材の場合)
部材等の変形、欠損、鉄筋の露
出はない。

(鋼部材の場合)錆は表面錆で板
厚の減少や断面欠損はないが、
錆びの面積は50％以上。
部材等の変形、欠損はあるが軽
微である。
(コンクリート部材の場合)
部材等の変形、欠損、鉄筋の露
出はあるが軽微である。

(鋼部材の場合)錆による板厚の
減少や断面欠損があるが、錆び
の面積は50％未満。
部材の一部が局部的に著しく変
形し一部が欠損している。
支柱下地覆が欠損し支柱が浮い
ている。
(コンクリート部材の場合)
部材の一部が局部的に著しく変
形し一部が欠損している。

遊間の異常な広がりや装置の座屈変形
によるせり上がり等により、第三者に障害
を及ぼす懸念がある。

部材無し
凹凸20ｍｍ未満の損傷がある。
損傷箇所が少ない。

凹凸20ｍｍ以上の損傷がある。
損傷箇所が比較的多い。

凹凸30ｍｍ以上の損傷がある。
損傷箇所や面積が多く広い。

車両等の通行に支障がある(凹凸40ｍｍ
以上)損傷がある。

車両等の通行に支障がある(凹凸40ｍｍ
以上)損傷がある。

部材無し
舗装ひび割れ幅5mm以下であ
る。
密集度が低い。

舗装ひび割れ幅5mm以上で深さ
が床版に達している。発生箇所
数や面積は少ない。

舗装ひび割れ幅10mm以上で舗
装直下のコンクリートが土砂化し
ている。
発生箇所や面積が多い。

車両等の通行に於いて減速や迂回を必
要とするような損傷がある。

(鋼部材の場合)車両の衝突による変形や
腐食による断面欠損があり、錆びの面積
が50％以上である。
損傷により逸脱防止構造(支柱や梁)の機
能が失われ車両や通行人に支障がある。
(コンクリート部材の場合)
損傷により逸脱防止構造(支柱や梁)の機
能が失われ車両や通行人に支障がある。

部材無し
鋼材の表面に部分的な腐食があ
る。

鋼材表面全体に錆が発生してい
る。
櫛の歯の一部に軽微な破断や欠
損がある。

錆の発生が激しく板厚の減少が
ある。
櫛の歯に比較的大きな亀裂や破
断がある。

櫛の歯の破断や欠損により、通行車両等
に障害(パンク、転倒)を及ぼす懸念があ
る。

部材無し 経年劣化がある。
部分的に軽度の変形・欠損、漏
水などがある。

部材全体に劣化が進み比較的大
きな変形や欠損がある。
欠損箇所から橋面下への漏水が
見られる。

部材に著しい変形や欠損が生じている。
第三者の通行に支障がある。

その他付属物 部材無し
軽微な腐食はあるが、変形、欠
損はない。

部材が局部的に変形し、一部が
著しく欠損している。

部材が全体的に著しく変形した
り、欠損している。

橋上施設部材の変形や異常により第三者
の通行に支障がある。

排水施設
桝、管

部材無し
軽微な腐食はあるが、変形、欠
損はない。

部材が局所的に変形している。
排水管全体が腐食している。

部材全体が著しく腐食して部分
的に欠損している。
桝の一部に変形や欠損がある。

排水管の腐食が著しく部材が欠損し、機
能不全を生じている。
排水桝が消失し空隙が生じ第三者の通行
に支障がある。



県市町名 路線名 橋種

橋梁コード 位置（起点側） 橋長(m)

橋梁名 位置（終点側） 総径間数

10
腐食・防食機能の

劣化
耐荷性に直接影響する

11 亀裂・破断

12 ゆるみ・脱落

13 変形・欠損

14
腐食・防食機能の

劣化
耐荷性に影響する部材

15 亀裂・破断

16 ゆるみ・脱落

17 変形・欠損

18
腐食・防食機能の

劣化
耐荷性に影響する部材

19 亀裂・破断

20 ゆるみ・脱落

21 変形・欠損

横桁・縦桁

一群の添接部所に於いて5％以
上のボルトに異常がある。
(使用材料は問わない)

一群の添接部所に於いて5％以上のボル
トに異常があり且つ一列一行に一本以上
の異常がある。
B2の損傷状況且つ遅れ破壊を伴う材料
(F11T)を使用。

部材無し 当て傷等軽微な損傷がある。 局部的な変形や欠損がある。
著しい変形(座屈等)や欠損があ
る。

耐荷力に影響(断面定数の低下)すると思
われる変形や欠損が（支点や支間中央付
近など）ある。

皮膜が劣化し点錆が発生してい
る。
錆の発生により部材(支点、支間
中央付近以外)に著しい膨張が生
じ板厚の減少が見られる。

皮膜の劣化範囲が広くし点錆が発生して
いる。
耐荷力に影響(断面定数の低下)すると思
われる板厚の減少が(支点、支間中央付
近など)ある。

部材無し 損傷なし

溶接接合部や鋼材の塗装表面に
局部的な塗膜割れや亀裂やなど
が見られる。亀裂が線状でなく短
く、数が少ない。

溶接接合部や鋼材の塗装表面に
線状の亀裂がある。亀裂の長さ
や発生本数が比較的長く多い。
亀裂が鋼材内部に生じている可
能性がある。

　耐荷力に影響(断面定数の低下)すると
思われる大きな亀裂や破断が(支点付近
に)ある。

部材無し

皮膜に変色はない。
錆は表面錆で板厚の減少や断面
欠損はなく、錆びの面積は50％
未満である。

皮膜が一部劣化している。
錆は表面錆で板厚の減少や断面
欠損はない。（錆び面積50％以
上）
板厚減少を伴わない局部的な膨
張がある。

部材無し 損傷なし
一群の添接部所に於いて5％未
満のボルトに異常がある。
(使用材料は問わない)

部材無し

皮膜に変色はない。
錆は表面錆で板厚の減少や断面
欠損はなく、錆びの面積は50％
未満である。

皮膜が一部劣化している。
錆は表面錆で板厚の減少や断面
欠損はない（錆び面積50％以上）
である。
板厚減少を伴わない局部的な膨
張がある。

皮膜が劣化し点錆が発生してい
る。
錆の発生により部材(支点、支間
中央付近以外)に著しい膨張が生
じ板厚の減少が見られる。

耐荷力に影響(断面定数の低下)すると思
われる板厚の減少が(接合部、支間中央
付近など)ある。

部材無し 損傷なし

溶接接合部や鋼材の塗装表面に
局部的な塗膜割れや亀裂やなど
が見られる。
亀裂が線状でなく短く、数が少な
い。

溶接接合部や鋼材の塗装表面に
線状の亀裂があり、亀裂の長さ
や発生本数が比較的長く多い。
亀裂が鋼材内部に生じている可
能性がある。

　耐荷力に影響に影響(断面定数の低下)
すると思われる大きな亀裂や破断が(接合
部、支間中央付近など)ある。

部材無し 損傷なし
一群の添接部所に於いて5％未
満のボルトに異常がある。
(使用材料は問わない)

一群の添接部所に於いて5％以
上のボルトに異常がある。
(使用材料は問わない)

一群の添接部所に於いて5％以上のボル
トに異常があり且つ一列一行に一本以上
の異常がある。
B2の損傷状況且つ遅れ破壊を伴う材料
(F11T)を使用。

部材無し 当て傷等軽微な損傷がある。 局部的な変形や欠損がある。
著しい変形(座屈等)や欠損があ
る。

耐荷力に影響(断面定数の低下)すると思
われる変形や欠損がある。

　耐荷力に影響に影響(断面定数の低下)
すると思われる大きな亀裂や破断があ
る。

部材無し 損傷なし
一群の添接部所に於いて5％未
満のボルトに異常がある。
(使用材料は問わない)

一群の添接部所に於いて5％以
上のボルトに異常がある。
(使用材料は問わない)

一群の添接部所に於いて5％以上のボル
トに異常があり且つ一列一行に一本以上
の異常がある。
B2の損傷状況且つ遅れ破壊を伴う材料
(F11T)を使用。

床版

部材無し

皮膜に変色はない。
錆は表面錆で板厚の減少や断面
欠損はなく、錆びの面積は50％
未満である。

皮膜が一部劣化している。
錆は表面錆で板厚の減少や断面
欠損はない。（錆び面積50％以
上）
板厚減少を伴わない局部的な膨
張がある。

皮膜が劣化し点錆が発生してい
る。錆の発生により部材(支点、
支間中央付近以外)に著しい膨張
が生じ板厚の減少が見られる。

耐荷力に影響(断面定数の低下)すると思
われる板厚の減少が(接合部、支間中央
付近など)ある。

部材無し 損傷なし

溶接接合部や鋼材の塗装表面に
局部的な塗膜割れや亀裂などが
見られる。
亀裂が線状でなく短く、数が少な
い。

溶接接合部や鋼材の塗装表面に
線状の亀裂がある。
亀裂の長さや発生本数が比較的
長く多い。
亀裂が鋼材内部に生じている可
能性がある。

上
部
工

鋼

主桁

部材無し 当て傷等軽微な損傷がある。 局部的な変形や欠損がある。
著しい変形(座屈等)や欠損があ
る。

耐荷力に影響(断面定数の低下)すると思
われる変形や欠損がある。

点検項目

点検日

点検者

点検径間番号

上部工塗装面積

点検項目 損傷状況
損傷程度の評価（該当する項目に○を付けて下さい）点検項目中の( )内は健全性評価目安である 写真番号

（複数記入
可）

損傷数量
損傷度Ｂ

損傷数量
損傷度Ａ

備考該当部材
無し

O.K　（健全性：Ⅰ） B1　(健全性：Ⅰ～Ⅱ) B2　（健全性：（Ⅰ～Ⅲ） A　（健全性：Ⅱ～Ⅳ）



県市町名 路線名 橋種

橋梁コード 位置（起点側） 橋長(m)

橋梁名 位置（終点側） 総径間数

22 RC桁のひび割れ 耐荷性に直接影響する

23 PC桁のひび割れ

24 剥離・鉄筋露出

25 漏水・遊離石灰

26 変形・欠損

27 RC桁のひび割れ 耐荷性に影響する部材

28 PC桁のひび割れ

29 剥離・鉄筋露出

30 漏水・遊離石灰

31 変形・欠損

32 剥離・鉄筋露出 耐荷性に直接影響する

33
漏水・遊離石灰,
うき,変色・劣化

34 抜け落ち

35 床版ひび割れ

36 定着部の異常

37 漏水・滞水

上
部
工

コ
ン
ク
リ
ー

ト

主桁

部材無し
ひび割れ幅0.2mm未満
ひび割れ間隔1.0m以上

ひび割れ幅03mm未満
ひび割れ間隔0.5m程度

ひび割れ幅0.3mm以上
ひび割れ間隔0.5m未満

耐荷力に影響すると思われるひび割れが
ある。
せん断ひび(支点付近に斜め45°)が発生
している。

部材無し
ひび割れ幅0.1mm未満
ひび割れ間隔1.0m以上

ひび割れ幅0.2mm未満
ひび割れ間隔0.5m程度

ひび割れ幅0.2mm以上
ひび割れ間隔0.5m未満

耐荷力に影響すると思われるひび割れが
ある。

上部工塗装面積

部材無し
局部的な剥離が見られ鉄筋の露
出があるが錆の発生は少ない。

主たる鉄筋の一部(主筋、スター
ラップ)が露出しているが腐食は
軽微である。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出し腐食が著しく、わずかに
断面の減少が見られる。

主たる鉄筋のほとんどが露出し腐食が著
しく、耐荷力に影響すると思われる断面減
少が見られる。

部材無し 損傷なし
ひび割れから漏水が生じている
が、錆汁や遊離石灰はほとんど
みられない。

ひび割れから著しい漏水や遊離
石灰、僅かな錆汁が発生してい
る。
(単なる水滴や表面の伝い水によ

内部鉄筋の腐食を表すような多くの漏水
や錆汁が発生している。

部材無し 当て傷等軽微な損傷がある。 局部的な変形や欠損がある。
著しい変形がある。
欠損が著しい。

耐荷力に影響(断面定数の低下)すると思
われる変形や欠損が(支点、支間中央付
近など)ある。

横桁・縦桁

部材無し
ひび割れ幅0.2mm未満
ひび割れ間隔1.0m以上

ひび割れ幅03mm未満
ひび割れ間隔0.5m程度

ひび割れ幅0.3mm以上
ひび割れ間隔0.5m未満

主たる鉄筋のほとんどが露出し腐食が著
しく、耐荷力に影響すると思われる断面減
少が見られる。

部材無し 損傷なし
ひび割れから漏水が生じている
が、錆汁や遊離石灰はほとんど
みられない。

ひび割れから著しい漏水や遊離
石灰、僅かな錆汁が発生してい
る。
(単なる水滴や表面の伝い水によ

内部鉄筋の腐食を表すような多くの漏水
や錆汁が発生している。

耐荷力に影響すると思われるひび割れが
ある。
せん断ひび(支点付近に斜め45°)が発生
している。

部材無し
ひび割れ幅0.1mm未満
ひび割れ間隔1.0m以上

ひび割れ幅0.2mm未満
ひび割れ間隔0.5m程度

ひび割れ幅0.2mm以上
ひび割れ間隔0.5m未満

耐荷力に影響すると思われるひび割れが
ある。

床版
（張出部含

む）

部材無し
局部的な剥離が見られ鉄筋の露
出があるが錆の発生は少ない。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出しているが腐食は軽微で
ある。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出し腐食が著しく僅かに断
面の減少が見られる。

部材無し
局部的な剥離が見られ鉄筋の露
出があるが錆の発生は少ない。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出しているが腐食は軽微で
ある。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出し腐食が著しく断面の減
少が見られる。

部材無し 損傷なし 　　　　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　　　　－

部材無し 損傷なし
伸縮装置からの漏水や排水装置
からの漏水による伝い水がある。

－

主たる鉄筋のほとんどが露出し腐食が著
しく、耐荷力に影響すると思われる断面減
少が見られる。

部材無し 損傷なし

コンクリートの劣化がある。ひび
割れから漏水が生じているが、錆
汁や遊離石灰はほとんどみられ
ない。

コンクリートの劣化が激しい。ひ
び割れから著しい漏水や遊離石
灰,，錆汁が生じている。
(単なる水滴や表面の伝い水によ
る遊離石灰は除く)

漏水等の風化作用によりコンクリートや鉄
筋の劣化が進み材料強度低下が考えら
れ耐荷力に影響を与えている。

部材無し 当て傷等軽微な損傷がある。
変形がある。
または欠損がある。

著しい変形がある。
または欠損が著しい。

耐荷力に影響すると思われる変形や欠損
がある。

コンクリートの抜け落ちがある。

部材無し

性状、主として一方向のみに発
生。
ひび割れ幅0.1ｍｍ未満
ひび割れ間隔1.0m以上

性状、格子状直前の状況に発
生。
ひび割れ幅0.2ｍｍ未満
,ひび割れ間隔0.5m程度

性状、格子状に発生。
ひび割れ幅0.2ｍｍ以上が連続
ひび割れ間隔0.2m以下の格子状

床版の疲労による劣化が加速期に達し
て、構造が等方性版から異方性へと変化
し、耐荷力に影響すると思われる。

部材無し 軽微なひび割れがある。
ＰＣ鋼材の定着部より錆汁が認
められる。または定着部に損傷
が認められる。

ＰＣ鋼材の定着部のコンクリート
が剥離している。または定着部に
著しい損傷がある。

定着具やアンカープレートに大きな変形が
見られる。

－

点検項目

点検日

点検者

点検径間番号

点検項目 損傷状況
損傷程度の評価（該当する項目に○を付けて下さい）点検項目中の( )内は健全性評価目安である 写真番号

（複数記入
可）

損傷数量
損傷度Ｂ

損傷数量
損傷度Ａ

備考該当部材
無し

O.K　（健全性：Ⅰ） B1　(健全性：Ⅰ～Ⅱ) B2　（健全性：（Ⅰ～Ⅲ） A　（健全性：Ⅱ～Ⅳ）



県市町名 路線名 橋種

橋梁コード 位置（起点側） 橋長(m)

橋梁名 位置（終点側） 総径間数

38
腐食・防食機能の

劣化
耐荷性に影響する部材

39 亀裂・破断

40 ゆるみ・脱落

41 変形・欠損

42 ひび割れ

43 剥離・鉄筋露出

44 漏水・遊離石灰

45 沈下,移動,傾斜

46 洗掘

47
腐食，亀裂，

ゆるみ・脱落，破断
など

48 支承の機能障害

49 変形・欠損

50
アンカー
ボルト

腐食，亀裂，
ゆるみ・脱落，破断

など

51
腐食、破断、変形、
欠損、ひび割れ,剥

離、鉄筋露出

種類

52 モルタル
ひび割れ，変形・欠

損

53 下部工背後の凹凸等

一群の添接部所に於いて5％以
上のボルトに異常がある。
(使用材料は問わない)

一群の添接部所に於いて5％以上のボル
トに異常があり且つ一列一行に一本以上
の異常がある。
B2の損傷状況且つ遅れ破壊を伴う材料
(F11T)を使用。

部材無し 当て傷等軽微な損傷がある。 局部的な変形や欠損がある。
著しい変形(座屈等)や欠損があ
る。

耐荷力に影響(断面定数の低下)すると思
われる変形や欠損がある。

錆の発生により部材に著しい膨
張が生じ板厚の減少が見られ
る。

　耐荷力に影響に影響(断面定数の低下)
すると思われる板厚の減少がある。

部材無し 損傷なし

溶接接合部や鋼材の塗装表面に
局部的な塗膜割れや亀裂やなど
が見られる。亀裂が線状でなく短
く、数が少ない。

溶接接合部や鋼材の塗装表面に
線状の亀裂がある。亀裂の長さ
や発生本数が比較的長く多い。
亀裂が鋼材内部に生じている可
能性がある。

　耐荷力に影響に影響(断面定数の低下)
すると思われる大きな亀裂や破断があ
る。

部材無し
皮膜に変色が生じ、錆の発生が
あるが部分的である。

皮膜が剥離し全体に錆の発生が
ある。板厚減少を伴わない局部
的な膨張がある。

部材無し 損傷なし
一群の添接部所に於いて5％未
満のボルトに異常がある。
(使用材料は問わない)

上部工塗装面積

主たる鉄筋の全てが露出し腐食が著しく、
耐荷力に影響すると思われる断面減少が
見られる。

部材無し 損傷なし
ひび割れから漏水が生じている
が、錆汁や遊離石灰はほとんど
みられない。

ひび割れから著しい漏水や遊離
石灰、僅かな錆汁が発生してい
る。
(単なる水滴や表面の伝い水によ
る遊離石灰は除く)

内部鉄筋の腐食を表すような多くの錆汁
が発生している。
発生箇所が広範囲で耐荷力に影響すると
思われる鉄筋の断面減少が予想される。

橋台躯体・
橋脚躯体

部材無し
ひび割れ幅0.2mm未満
ひび割れ間隔1.0m以上

ひび割れ幅03mm未満
ひび割れ間隔0.5m程度

ひび割れ幅0.3mm以上
ひび割れ間隔0.5m未満

耐荷力に影響すると思われるひび割れが
ある。
主桁が落橋する様な大きな割れがある。

部材無し
局部的な剥離が見られ鉄筋の露
出があるが錆の発生は少ない。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出しているが腐食は軽微で
ある。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出し腐食が著しく断面の減
少が見られる。

落橋の恐れがある。

そ
の
他

支
承

本体

部材無し
板厚減少が見られない程度の腐
食　　　　　　　　　　が発生。

鋼材表面に著しい膨張が発生。
腐食により崩壊、消失をきたし路
面に段差が生じ通行車両に支
障。

部材無し

基礎

部材無し 損傷なし
沈下、移動や傾斜の疑いがあ
る。

明らかな沈下、移動、傾斜現象
が見られる。

落橋の恐れがある。

部材無し 損傷なし 軽微な洗掘がある。
比較的大きな(深く、長く、広い)洗
掘現象が見られる。

下
部
工

鋼 橋脚躯体

コ
ン
ク
リ
ー

ト

損傷なしor損傷軽微
支承の一部機能(固定,可動、回
転)が損なわれている。

支承の機能が全消失している。

部材無し 損傷なし
支承の機能障害に至らない程度
の変形、欠損がある。

支承の機能障害を伴う様な変形
や欠損がある。

部材無し
部材径に減少が見られない程度
の　　　　　　　　　　腐食が発生。

著しい腐食による膨張や破断、
抜け出しがある。

－

落橋防止
システム

部材無し 局部的に軽微な損傷がある。 著しい損傷がある。 －

その他 部材無し 損傷なし 損傷あり －

　□鋼　　　□コンクリート　　　　　　　□ＰＣ鋼材連結　　□突起　　□桁下鋼材突起　　□ピン連結　　□チェーン連結　　□沓座拡幅

部材無し ひび割れ幅0.3ｍｍ以下 剥離、欠損が著しい。 －

点検項目

点検日

点検者

点検径間番号

点検項目 損傷状況
損傷程度の評価（該当する項目に○を付けて下さい）点検項目中の( )内は健全性評価目安である 写真番号

（複数記入
可）

損傷数量
損傷度Ｂ

損傷数量
損傷度Ａ

備考該当部材
無し

O.K　（健全性：Ⅰ） B1　(健全性：Ⅰ～Ⅱ) B2　（健全性：（Ⅰ～Ⅲ） A　（健全性：Ⅱ～Ⅳ）

点検項目 損傷状況
損傷程度の評価（該当する項目に○を付けて下さい）点検項目中の( )内は健全性評価目安である 写真番号

（複数記入
可）

損傷数量
損傷度Ｂ

損傷数量
損傷度Ａ

備考該当部材
無し

O.K　（健全性：Ⅰ） B1　(健全性：Ⅰ～Ⅱ) B2　（健全性：（Ⅰ～Ⅲ）



県市町名 路線名 橋種

橋梁コード 位置（起点側） 橋長(m)

橋梁名 位置（終点側） 総径間数

1 路面の凹凸

箇所 箇所

なし（As)

2 舗装の異常

ｍ2 ｍ2

ひびW6 L4000 5ヶ所

3 遊間の異常

箇所 箇所

なし

4 路面の凹凸

箇所 箇所

A1　凹凸30

5

鋼製ジョイントの場
合

腐食，亀裂，
ゆるみ・脱落，破断

など

箇所 箇所

6
変形・欠損、漏水な

ど　　　(ゴム系)

箇所 箇所

A1　凹凸30上流シー
ル材欠損、漏水
L600

7
腐食,変形・欠損な

ど
Ⅱ

ｍ ｍ

高欄 上流 錆、下流
腐食
地覆 なし

8
腐食,変形・欠損な

ど
Ⅱ

箇所 箇所

排水管欠損4ヶ所

9
腐食,変形・欠損な

ど
Ⅱ

箇所 箇所

照明 A1下流側 基部
腐食

3 点検径間番号

上部工塗装面積

点検項目 損傷状況
損傷程度の評価（該当する項目に○を付けて下さい）点検項目中の( )内は健全性評価目安である

点検項目

市町 市町道市長線 橋 点検日

1000 0 50 点検者

市町橋１

軽微な腐食はあるが、変形、欠
損はない。

部材が局部的に変形し、一部が
著しく欠損している。

部材が全体的に著しく変形した
り、欠損している。

写真番号
（複数記入

可）

損傷数量
損傷度Ｂ

損傷数量
損傷度Ａ

備考該当部材
無し

O.K　（健全性：Ⅰ） B1　(健全性：Ⅰ～Ⅱ) B2　(健全性：Ⅰ～Ⅱ) A　(健全性：Ⅰ～Ⅱ)

車両等の通行に支障がある(凹凸40ｍｍ
以上)損傷がある。

部材無し
舗装ひび割れ幅5mm以下であ
る。
密集度が低い。

舗装ひび割れ幅5mm以上で深さ
が床版に達している。発生箇所
数や面積は少ない。

舗装ひび割れ幅10mm以上で舗
装直下のコンクリートが土砂化し
ている。
発生箇所や面積が多い。

車両等の通行に於いて減速や迂回を必
要とするような損傷がある。

部材に著しい変形や欠損が生じている。
第三者の通行に支障がある。

遊間の異常な広がりや装置の座屈変形
によるせり上がり等により、第三者に障害
を及ぼす懸念がある。

車両等の通行に支障がある(凹凸40ｍｍ
以上)損傷がある。

Ⅰ

Ⅱ

橋
面

路面

部材無し
凹凸20ｍｍ未満の損傷がある。
損傷箇所が少ない。

凹凸20ｍｍ以上の損傷がある。
損傷箇所が比較的多い。

凹凸30ｍｍ以上の損傷がある。
損傷箇所や面積が多く広い。

伸縮装置

部材無し
各遊間に差はあるが必要程度の
遊間は確保されている。

各遊間の間隔が極端に異なって
いる。直角方向にずれている。

装置の櫛の歯が完全に離れてい
る。
桁とパラペットあるいは桁同士が
接触している。

高欄・防護柵・
地覆・中央分離帯

部材無し

(鋼部材の場合)錆は表面錆で板
厚の減少や断面欠損はなく、錆
びの面積は50％未満。
部材等の変形、欠損はない。
(コンクリート部材の場合)
部材等の変形、欠損、鉄筋の露
出はない。

(鋼部材の場合)錆は表面錆で板
厚の減少や断面欠損はないが、
錆びの面積は50％以上。
部材等の変形、欠損はあるが軽
微である。
(コンクリート部材の場合)
部材等の変形、欠損、鉄筋の露
出はあるが軽微である。

(鋼部材の場合)錆による板厚の
減少や断面欠損があるが、錆び
の面積は50％未満。
部材の一部が局部的に著しく変
形し一部が欠損している。
支柱下地覆が欠損し支柱が浮い
ている。
(コンクリート部材の場合)
部材の一部が局部的に著しく変
形し一部が欠損している。

その他付属物 部材無し

部分的に軽度の変形・欠損、漏
水などがある。

部材全体に劣化が進み比較的大
きな変形や欠損がある。
欠損箇所から橋面下への漏水が
見られる。

部材無し
凹凸20ｍｍ未満の損傷がある。
損傷箇所が少ない。

凹凸20ｍｍ以上の損傷がある。
損傷箇所が比較的多い。

凹凸30ｍｍ以上の損傷がある。
損傷箇所や面積が多く広い。

　現地調査までに記入 現地で記入

yyyy/mm/dd

三重　太郎

1

----

橋上施設部材の変形や異常により第三者
の通行に支障がある。

排水施設
桝、管

部材無し
軽微な腐食はあるが、変形、欠
損はない。

部材が局所的に変形している。
排水管全体が腐食している。

部材全体が著しく腐食して部分
的に欠損している。
桝の一部に変形や欠損がある。

排水管の腐食が著しく部材が欠損し、機
能不全を生じている。
排水桝が消失し空隙が生じ第三者の通行
に支障がある。

(鋼部材の場合)車両の衝突による変形や
腐食による断面欠損があり、錆びの面積
が50％以上である。
損傷により逸脱防止構造(支柱や梁)の機
能が失われ車両や通行人に支障がある。
(コンクリート部材の場合)
損傷により逸脱防止構造(支柱や梁)の機
能が失われ車両や通行人に支障がある。

部材無し
鋼材の表面に部分的な腐食があ
る。

鋼材表面全体に錆が発生してい
る。　　櫛の歯の一部に軽微な破
断や欠損がある。

錆の発生が激しく板厚の減少が
ある。　櫛の歯に比較的大きな亀
裂や破断がある。

櫛の歯の破断や欠損により、通行車両等
に障害(パンク、転倒)を及ぼす懸念があ
る。

部材無し 経年劣化がある。

損傷程度評価に○を付ける。

健全性、概算数量及び備考を記入。

現地点検時、塗装履歴が表示されてい

るときは、その面積を記入

300.9

0.6

4

1

4

16



県市町名 路線名 橋種

橋梁コード 位置（起点側） 橋長(m)

橋梁名 位置（終点側） 総径間数

10
腐食・防食機能の

劣化

ｍ2 ｍ2

11 亀裂・破断

箇所 箇所

12 ゆるみ・脱落

13 変形・欠損

箇所 箇所

14
腐食・防食機能の

劣化

ｍ2 ｍ2

15 亀裂・破断

箇所 箇所

16 ゆるみ・脱落

箇所 箇所

17 変形・欠損
箇所 箇所

18
腐食・防食機能の

劣化

ｍ2 ｍ2

19 亀裂・破断

箇所 箇所

20 ゆるみ・脱落

箇所 箇所

21 変形・欠損
箇所 箇所

―

―

―

上部工塗装面積

点検項目 損傷状況
損傷程度の評価（該当する項目に○を付けて下さい）点検項目中の( )内は健全性評価目安である

----

点検項目

市町 市町道市町線 橋 点検日

1000 0 50 点検者

市町橋1

写真番号
（複数記入

可）

3 点検径間番号

損傷数量
損傷度Ｂ

損傷数量
損傷度Ａ

備考該当部材
無し

O.K　（健全性：Ⅰ） B1　(健全性：Ⅰ～Ⅱ) B2　（健全性：（Ⅰ～Ⅲ） A　（健全性：Ⅱ～Ⅳ）

上
部
工

鋼

主桁

部材無し

皮膜に変色はない。
錆は表面錆で板厚の減少や断面
欠損はなく、錆びの面積は50％
未満である。

皮膜が一部劣化している。
錆は表面錆で板厚の減少や断面
欠損はない。（錆び面積50％以
上）
板厚減少を伴わない局部的な膨
張がある。

部材無し 損傷なし
一群の添接部所に於いて5％未
満のボルトに異常がある。
(使用材料は問わない)

横桁・縦桁

一群の添接部所に於いて5％以
上のボルトに異常がある。
(使用材料は問わない)

一群の添接部所に於いて5％以上のボル
トに異常があり且つ一列一行に一本以上
の異常がある。
B2の損傷状況且つ遅れ破壊を伴う材料
(F11T)を使用。

部材無し 当て傷等軽微な損傷がある。 局部的な変形や欠損がある。
著しい変形(座屈等)や欠損があ
る。

耐荷力に影響(断面定数の低下)すると思
われる変形や欠損が（支点や支間中央付
近など）ある。

皮膜が劣化し点錆が発生してい
る。
錆の発生により部材(支点、支間
中央付近以外)に著しい膨張が生
じ板厚の減少が見られる。

皮膜の劣化範囲が広くし点錆が発生して
いる。
耐荷力に影響(断面定数の低下)すると思
われる板厚の減少が(支点、支間中央付
近など)ある。

部材無し 損傷なし

溶接接合部や鋼材の塗装表面に
局部的な塗膜割れや亀裂やなど
が見られる。亀裂が線状でなく短
く、数が少ない。

溶接接合部や鋼材の塗装表面に
線状の亀裂がある。亀裂の長さ
や発生本数が比較的長く多い。
亀裂が鋼材内部に生じている可
能性がある。

　耐荷力に影響(断面定数の低下)すると
思われる大きな亀裂や破断が(支点付近
に)ある。

部材無し

皮膜に変色はない。
錆は表面錆で板厚の減少や断面
欠損はなく、錆びの面積は50％
未満である。

皮膜が一部劣化している。
錆は表面錆で板厚の減少や断面
欠損はない。（錆び面積50％以
上）
板厚減少を伴わない局部的な膨
張がある。

皮膜が劣化し点錆が発生してい
る。
錆の発生により部材(支点、支間
中央付近以外)に著しい膨張が生
じ板厚の減少が見られる。

耐荷力に影響(断面定数の低下)すると思
われる板厚の減少が(接合部、支間中央
付近など)ある。

部材無し 損傷なし

溶接接合部や鋼材の塗装表面に
局部的な塗膜割れや亀裂やなど
が見られる。
亀裂が線状でなく短く、数が少な
い。

溶接接合部や鋼材の塗装表面に
線状の亀裂があり、亀裂の長さ
や発生本数が比較的長く多い。
亀裂が鋼材内部に生じている可
能性がある。

　耐荷力に影響に影響(断面定数の低下)
すると思われる大きな亀裂や破断が(接合
部、支間中央付近など)ある。

部材無し 損傷なし
一群の添接部所に於いて5％未
満のボルトに異常がある。
(使用材料は問わない)

一群の添接部所に於いて5％以
上のボルトに異常がある。
(使用材料は問わない)

一群の添接部所に於いて5％以上のボル
トに異常があり且つ一列一行に一本以上
の異常がある。
B2の損傷状況且つ遅れ破壊を伴う材料
(F11T)を使用。

一群の添接部所に於いて5％以上のボル
トに異常があり且つ一列一行に一本以上
の異常がある。
B2の損傷状況且つ遅れ破壊を伴う材料
(F11T)を使用。

部材無し 当て傷等軽微な損傷がある。 局部的な変形や欠損がある。
著しい変形(座屈等)や欠損があ
る。

耐荷力に影響(断面定数の低下)すると思
われる変形や欠損がある。

部材無し

皮膜に変色はない。
錆は表面錆で板厚の減少や断面
欠損はなく、錆びの面積は50％
未満である。

皮膜が一部劣化している。
錆は表面錆で板厚の減少や断面
欠損はない。（錆び面積50％以
上）
板厚減少を伴わない局部的な膨
張がある。

皮膜が劣化し点錆が発生してい
る。
錆の発生により部材(支点、支間
中央付近以外)に著しい膨張が生
じ板厚の減少が見られる。

耐荷力に影響(断面定数の低下)すると思
われる板厚の減少が(接合部、支間中央
付近など)ある。

損傷なし

溶接接合部や鋼材の塗装表面に
局部的な塗膜割れや亀裂などが
見られる。
亀裂が線状でなく短く、数が少な
い。

溶接接合部や鋼材の塗装表面に
線状の亀裂がある。
亀裂の長さや発生本数が比較的
長く多い。亀裂が鋼材内部に生じ
ている可能性がある。

部材無し 当て傷等軽微な損傷がある。 局部的な変形や欠損がある。
著しい変形(座屈等)や欠損があ
る。

耐荷力に影響(断面定数の低下)すると思
われる変形や欠損がある。

　現地調査までに記入 現地で記入

yyyy/mm/dd

三重　太郎

1

　耐荷力に影響に影響(断面定数の低下)
すると思われる大きな亀裂や破断があ
る。

部材無し 損傷なし
一群の添接部所に於いて5％未
満のボルトに異常がある。
(使用材料は問わない)

一群の添接部所に於いて5％以
上のボルトに異常がある。
(使用材料は問わない)

部材無し
床版

1

サンプルは、コンクリート上部工の

ため「部材無し」に○を付ける。

部材に対する点検項目で、損傷程

度の評価が全て「部材無し」となる



県市町名 路線名 橋種

橋梁コード 位置（起点側） 橋長(m)

橋梁名 位置（終点側） 総径間数

22 RC桁のひび割れ

ｍ2 ｍ2

なし

23 PC桁のひび割れ

ｍ2 ｍ2

24 剥離・鉄筋露出

ｍ2 ｍ2
G1 うき 300×3000
G3 鉄露 300×3000

25 漏水・遊離石灰

ｍ2 ｍ2

G2 遊離 L1000

26 変形・欠損

箇所 箇所

なし

27 RC桁のひび割れ

ｍ2 ｍ2

なし

28 PC桁のひび割れ

ｍ2 ｍ2

29 剥離・鉄筋露出

ｍ2 ｍ2

なし

30 漏水・遊離石灰

ｍ2 ｍ2

なし

31 変形・欠損

箇所 箇所

なし

32 剥離・鉄筋露出

ｍ2 ｍ2
上流張出 鉄露 300
×500 2ヶ所

33
漏水・遊離石灰,
うき,変色・劣化

ｍ2 ｍ2

なし

34 抜け落ち
ｍ2 ｍ2

なし

35 床版ひび割れ

ｍ2 ｍ2

ひび 0.1 多数

36 定着部の異常

箇所 箇所

37 漏水・滞水
箇所 箇所

なし

市町 市町道市町線 橋 点検日

損傷数量
損傷度Ａ

備考該当部材
無し

O.K　（健全性：Ⅰ） B1　(健全性：Ⅰ～Ⅱ) B2　（健全性：（Ⅰ～Ⅲ） A　（健全性：Ⅱ～Ⅳ）

上部工塗装面積

点検項目 損傷状況
損傷程度の評価（該当する項目に○を付けて下さい）点検項目中の( )内は健全性評価目安である 写真番号

（複数記入
可）

損傷数量
損傷度Ｂ

上
部
工

コ
ン
ク
リ
ー

ト

主桁

部材無し
ひび割れ幅0.2mm未満
ひび割れ間隔1.0m以上

ひび割れ幅03mm未満
ひび割れ間隔0.5m程度

部材無し
局部的な剥離が見られ鉄筋の露
出があるが錆の発生は少ない。

主たる鉄筋の一部(主筋、スター
ラップ)が露出しているが腐食は
軽微である。

部材無し 当て傷等軽微な損傷がある。 局部的な変形や欠損がある。

当て傷等軽微な損傷がある。
変形がある。
または欠損がある。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出し腐食が著しく、わずかに
断面の減少が見られる。

主たる鉄筋のほとんどが露出し腐食が著
しく、耐荷力に影響すると思われる断面減
少が見られる。

部材無し 損傷なし
ひび割れから漏水が生じている
が、錆汁や遊離石灰はほとんど
みられない。

ひび割れから著しい漏水や遊離
石灰、僅かな錆汁が発生してい
る。
(単なる水滴や表面の伝い水によ

内部鉄筋の腐食を表すような多くの漏水
や錆汁が発生している。

ひび割れ幅0.3mm以上
ひび割れ間隔0.5m未満

耐荷力に影響すると思われるひび割れが
ある。
せん断ひび(支点付近に斜め45°)が発生
している。

部材無し
ひび割れ幅0.1mm未満
ひび割れ間隔1.0m以上

ひび割れ幅0.2mm未満
ひび割れ間隔0.5m程度

ひび割れ幅0.2mm以上
ひび割れ間隔0.5m未満

耐荷力に影響すると思われるひび割れが
ある。

著しい変形がある。
欠損が著しい。

耐荷力に影響(断面定数の低下)すると思
われる変形や欠損が(支点、支間中央付
近など)ある。

横桁・縦桁

部材無し
ひび割れ幅0.2mm未満
ひび割れ間隔1.0m以上

ひび割れ幅03mm未満
ひび割れ間隔0.5m程度

ひび割れ幅0.3mm以上
ひび割れ間隔0.5m未満

耐荷力に影響すると思われるひび割れが
ある。
せん断ひび(支点付近に斜め45°)が発生
している。

部材無し
ひび割れ幅0.1mm未満
ひび割れ間隔1.0m以上

ひび割れ幅0.2mm未満
ひび割れ間隔0.5m程度

ひび割れ幅0.2mm以上
ひび割れ間隔0.5m未満

耐荷力に影響すると思われるひび割れが
ある。

部材無し
局部的な剥離が見られ鉄筋の露
出があるが錆の発生は少ない。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出しているが腐食は軽微で
ある。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出し腐食が著しく断面の減
少が見られる。

主たる鉄筋のほとんどが露出し腐食が著
しく、耐荷力に影響すると思われる断面減
少が見られる。

部材無し 損傷なし
ひび割れから漏水が生じている
が、錆汁や遊離石灰はほとんど
みられない。

ひび割れから著しい漏水や遊離
石灰、僅かな錆汁が発生してい
る。
(単なる水滴や表面の伝い水によ

内部鉄筋の腐食を表すような多くの漏水
や錆汁が発生している。

部材無し
著しい変形がある。
または欠損が著しい。

耐荷力に影響すると思われる変形や欠損
がある。

漏水等の風化作用によりコンクリートや鉄
筋の劣化が進み材料強度低下が考えら
れ耐荷力に影響を与えている。

部材無し 損傷なし 　　　　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　　　　－ コンクリートの抜け落ちがある。
床版

（張出部含
む）

部材無し
局部的な剥離が見られ鉄筋の露
出があるが錆の発生は少ない。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出しているが腐食は軽微で
ある。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出し腐食が著しく僅かに断
面の減少が見られる。

主たる鉄筋のほとんどが露出し腐食が著
しく、耐荷力に影響すると思われる断面減
少が見られる。

部材無し 損傷なし

コンクリートの劣化がある。ひび
割れから漏水が生じているが、錆
汁や遊離石灰はほとんどみられ
ない。

コンクリートの劣化が激しい。ひ
び割れから著しい漏水や遊離石
灰,，錆汁が生じている。
(単なる水滴や表面の伝い水によ
る遊離石灰は除く)

部材無し
性状、主として一方向のみに発
生。　　　ひび割れ幅0.1ｍｍ未満
ひび割れ間隔1.0m以上

性状、格子状直前の状況に発
生。
ひび割れ幅0.2ｍｍ未満
,ひび割れ間隔0.5m程度

性状、格子状に発生。
ひび割れ幅0.2ｍｍ以上が連続
ひび割れ間隔0.2m以下の格子状

床版の疲労による劣化が加速期に達し
て、構造が等方性版から異方性へと変化
し、耐荷力に影響すると思われる。

部材無し 軽微なひび割れがある。
ＰＣ鋼材の定着部より錆汁が認
められる。または定着部に損傷
が認められる。

ＰＣ鋼材の定着部のコンクリート
が剥離している。または定着部に
著しい損傷がある。

定着具やアンカープレートに大きな変形が
見られる。

1000 0 50 点検者点検項目

3 点検径間番号

－

　現地調査までに記入 現地で記入

yyyy/mm/dd

三重　太郎

1

----

部材無し 損傷なし
伸縮装置からの漏水や排水装置
からの漏水による伝い水がある。

－

市町橋1

Ⅱ

Ⅰ

Ⅱ

9

0.3

1.8

0.3



県市町名 路線名 橋種

橋梁コード 位置（起点側） 橋長(m)

橋梁名 位置（終点側） 総径間数

38
腐食・防食機能の

劣化

ｍ2 ｍ2

39 亀裂・破断

箇所 箇所

40 ゆるみ・脱落

箇所 箇所

41 変形・欠損
箇所 箇所

42 ひび割れ
ｍ2 ｍ2

0.4㎜、0.4ｍ

43 剥離・鉄筋露出

ｍ2 ｍ2

44 漏水・遊離石灰

ｍ2 ｍ2

45 沈下,移動,傾斜
ｃｍ ｃｍ

橋梁傾斜 詳細調査

46 洗掘
箇所 箇所 橋脚基礎 上流洗堀

2000×500 L=1000

47
腐食，亀裂，

ゆるみ・脱落，破断
など

ｍ2 ｍ2
腐食 A1G1-G3

48 支承の機能障害
箇所 箇所

なし

49 変形・欠損
箇所 箇所

なし

50
アンカー
ボルト

腐食，亀裂，
ゆるみ・脱落，破断

など

箇所 箇所
確認不能

51
腐食、破断、変形、
欠損、ひび割れ,剥

離、鉄筋露出

箇所 箇所
なし

種類

52 モルタル
ひび割れ，変形・欠

損
―

箇所 箇所

53
箇所 箇所 A1 背面段差 h50

添架 なし

市町 市町道市町線 橋 点検日

損傷数量
損傷度Ａ

備考該当部材
無し

O.K　（健全性：Ⅰ） B1　(健全性：Ⅰ～Ⅱ) B2　（健全性：（Ⅰ～Ⅲ） A　（健全性：Ⅱ～Ⅳ）

上部工塗装面積

点検項目 損傷状況
損傷程度の評価（該当する項目に○を付けて下さい）点検項目中の( )内は健全性評価目安である 写真番号

（複数記入
可）

損傷数量
損傷度Ｂ

損傷数量
損傷度Ａ

備考該当部材
無し

O.K　（健全性：Ⅰ） B1　(健全性：Ⅰ～Ⅱ) B2　（健全性：（Ⅰ～Ⅲ）

落橋の恐れがある。

一群の添接部所に於いて5％以
上のボルトに異常がある。
(使用材料は問わない)

一群の添接部所に於いて5％以上のボル
トに異常があり且つ一列一行に一本以上
の異常がある。
B2の損傷状況且つ遅れ破壊を伴う材料
(F11T)を使用。

部材無し 当て傷等軽微な損傷がある。 局部的な変形や欠損がある。
著しい変形(座屈等)や欠損があ
る。

耐荷力に影響(断面定数の低下)すると思
われる変形や欠損がある。

部材無し 損傷なし
一群の添接部所に於いて5％未
満のボルトに異常がある。
(使用材料は問わない)

部材無し
ひび割れ幅0.2mm未満
ひび割れ間隔1.0m以上

ひび割れ幅03mm未満
ひび割れ間隔0.5m程度

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出しているが腐食は軽微で
ある。

下
部
工

ひび割れから漏水が生じている
が、錆汁や遊離石灰はほとんど
みられない。

ひび割れから著しい漏水や遊離
石灰、僅かな錆汁が発生してい
る。
(単なる水滴や表面の伝い水によ
る遊離石灰は除く)

内部鉄筋の腐食を表すような多くの錆汁
が発生している。
発生箇所が広範囲で耐荷力に影響すると
思われる鉄筋の断面減少が予想される。

橋台躯体・
橋脚躯体

ひび割れ幅0.3mm以上
ひび割れ間隔0.5m未満

耐荷力に影響すると思われるひび割れが
ある。
主桁が落橋する様な大きな割れがある。

部材無し
局部的な剥離が見られ鉄筋の露
出があるが錆の発生は少ない。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出し腐食が著しく断面の減
少が見られる。

錆の発生により部材に著しい膨
張が生じ板厚の減少が見られ
る。

　耐荷力に影響に影響(断面定数の低下)
すると思われる板厚の減少がある。

部材無し 損傷なし

溶接接合部や鋼材の塗装表面に
局部的な塗膜割れや亀裂やなど
が見られる。亀裂が線状でなく短
く、数が少ない。

溶接接合部や鋼材の塗装表面に
線状の亀裂がある。亀裂の長さ
や発生本数が比較的長く多い。
亀裂が鋼材内部に生じている可
能性がある。

　耐荷力に影響に影響(断面定数の低下)
すると思われる大きな亀裂や破断があ
る。

鋼 橋脚躯体

部材無し
皮膜に変色が生じ、錆の発生が
あるが部分的である。

皮膜が剥離し全体に錆の発生が
ある。板厚減少を伴わない局部
的な膨張がある。

コ
ン
ク
リ
ー

ト

写真番号
（複数記入

可）

損傷数量
損傷度Ｂ

基礎

部材無し 損傷なし
沈下、移動や傾斜の疑いがあ
る。

明らかな沈下、移動、傾斜現象
が見られる。

落橋の恐れがある。

部材無し 損傷なし 軽微な洗掘がある。
比較的大きな(深く、長く、広い)洗
掘現象が見られる。

部材無し ひび割れ幅0.3ｍｍ以下 剥離、欠損が著しい。 －

その他 部材無し

点検項目 損傷状況
損傷程度の評価（該当する項目に○を付けて下さい）点検項目中の( )内は健全性評価目安である

損傷なし 損傷あり －

部材無し 局部的に軽微な損傷がある。

腐食により崩壊、消失をきたし路
面に段差が生じ通行車両に支
障。

著しい損傷がある。 －

－

部材無し 損傷なしor損傷軽微
支承の一部機能(固定,可動、回
転)が損なわれている。

支承の機能が全消失している。

主たる鉄筋の全てが露出し腐食が著しく、
耐荷力に影響すると思われる断面減少が
見られる。

部材無し 損傷なし

支
承

yyyy/mm/dd

三重　太郎

1

----

　現地調査までに記入 現地で記入

1000 0 50 点検者

市町橋1 3 点検径間番号

―

Ⅱ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

点検項目

そ
の
他

本体

部材無し
板厚減少が見られない程度の腐
食　　　　　　　　　　が発生。

鋼材表面に著しい膨張が発生。

部材無し 損傷なし
支承の機能障害に至らない程度
の変形、欠損がある。

落橋防止
システム

□鋼　　　　□コンクリート　　　□ＰＣ鋼材連結　　　□突起　　　□桁下鋼材突起　　　□ピン連結　　　□チェーン連結　　　□沓座拡幅

支承の機能障害を伴う様な変形
や欠損がある。

部材無し
部材径に減少が見られない程度
の　　　　　　　　　　腐食が発生。

著しい腐食による膨張や破断、
抜け出しがある。

1.2

1

1



ボックスカルバート用チェックシート

県市町名 路線名 橋種

橋梁コード 位置（起点側） 橋長(m)

橋梁名 位置（終点側） 総径間数

1 路面の凹凸 供用性を評価

2 舗装の異常

7
腐食,変形・欠損な

ど
供用性を評価

32 剥離・鉄筋露出 耐荷性に直接影響する

33
漏水・遊離石灰,
うき,変色・劣化

34 抜け落ち

35 床版ひび割れ

36 定着部の異常

37 漏水・滞水

上
部
工

コ
ン
ク
リ
ー

ト

損傷なし 　　　　　　　　　　　　－ 　　　　　　　　　　　　－ コンクリートの抜け落ちがある。

性状、主として一方向のみに発
生。
ひび割れ幅0.1ｍｍ未満
ひび割れ間隔1.0m以上

性状、格子状直前の状況に発
生。
ひび割れ幅0.2ｍｍ未満
,ひび割れ間隔0.5m程度

性状、格子状に発生。
ひび割れ幅0.2ｍｍ以上が連続
ひび割れ間隔0.2m以下の格子状

床版の疲労による劣化が加速期に達し
て、構造が等方性版から異方性へと変化
し、耐荷力に影響すると思われる。

部材無し

部材無し

主桁
（頂版）

部材無し

部材無し

軽微なひび割れがある。
ＰＣ鋼材の定着部より錆汁が認
められる。または定着部に損傷
が認められる。

ＰＣ鋼材の定着部のコンクリート
が剥離している。または定着部に
著しい損傷がある。

定着具やアンカープレートに大きな変形が
見られる。

損傷なし 　　　　　　　　　　　　－ －
伸縮や排水装置等からの漏水がある。
支承付近に漏水による滞水がある。

(鋼部材の場合)錆による板厚の
減少や断面欠損があるが、錆び
の面積は50％未満。
部材の一部が局部的に著しく変
形し一部が欠損している。
支柱下地覆が欠損し支柱が浮い
ている。
(コンクリート部材の場合)
部材の一部が局部的に著しく変
形し一部が欠損している。

主たる鉄筋のほとんどが露出し腐食が著
しく、耐荷力に影響すると思われる断面減
少が見られる。

部材無し 損傷なし

コンクリートの劣化がある。ひび
割れから漏水が生じているが、錆
汁や遊離石灰はほとんどみられ
ない。

コンクリートの劣化が激しい。ひ
び割れから著しい漏水や遊離石
灰,，錆汁が生じている。
(単なる水滴や表面の伝い水によ
る遊離石灰は除く)

漏水等の風化作用によりコンクリートや鉄
筋の劣化が進み材料強度低下が考えら
れ耐荷力に影響を与えている。

部材無し
局部的な剥離が見られ鉄筋の露
出があるが錆の発生は少ない。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出しているが腐食は軽微で
ある。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出し腐食が著しく僅かに断
面の減少が見られる。

損傷数量
損傷度Ａ

備考
該当部材

無し
O.K　（健全性：Ⅰ） B1　(健全性：Ⅰ～Ⅱ) B2　(健全性：Ⅰ～Ⅱ) A　(健全性：Ⅰ～Ⅱ)

橋
面

路面

部材無し
凹凸20ｍｍ未満の損傷がある。
損傷箇所が少ない。

凹凸20ｍｍ以上の損傷がある。
損傷箇所が比較的多い。

高欄・防護柵・
地覆・中央分離

帯

(鋼部材の場合)車両の衝突による変形や
腐食による断面欠損があり、錆びの面積
が50％以上である。
損傷により逸脱防止構造(支柱や梁)の機
能が失われ車両や通行人に支障がある。
(コンクリート部材の場合)
損傷により逸脱防止構造(支柱や梁)の機
能が失われ車両や通行人に支障がある。

車両等の通行に支障がある(凹凸40ｍｍ
以上)損傷がある。

部材無し
舗装ひび割れ幅5mm以下であ
る。
密集度が低い。

舗装ひび割れ幅5mm以上で深さ
が床版に達している。発生箇所
数や面積は少ない。

舗装ひび割れ幅10mm以上で舗
装直下のコンクリートが土砂化し
ている。
発生箇所や面積が多い。

車両等の通行に於いて減速や迂回を必
要とするような損傷がある。

凹凸30ｍｍ以上の損傷がある。
損傷箇所や面積が多く広い。

部材無し

(鋼部材の場合)錆は表面錆で板
厚の減少や断面欠損はなく、錆
びの面積は50％未満。
部材等の変形、欠損はない。
(コンクリート部材の場合)
部材等の変形、欠損、鉄筋の露
出はない。

(鋼部材の場合)錆は表面錆で板
厚の減少や断面欠損はないが、
錆びの面積は50％以上。
部材等の変形、欠損はあるが軽
微である。
(コンクリート部材の場合)
部材等の変形、欠損、鉄筋の露
出はあるが軽微である。

点検径間番号

上部工塗装面積

点検項目 損傷状況

損傷程度の評価（該当する項目に○を付けて下さい）点検項目中の( )内は健全性評価目安である

点検項目

点検日

点検者

写真番号
（複数記入

可）

損傷数量
損傷度Ｂ

損傷数量
損傷度Ａ

備考
該当部材

無し
O.K　（健全性：Ⅰ） B1　(健全性：Ⅰ～Ⅱ) B2　（健全性：（Ⅰ～Ⅲ） A　（健全性：Ⅱ～Ⅳ）

点検項目 損傷状況

損傷程度の評価（該当する項目に○を付けて下さい）点検項目中の( )内は健全性評価目安である 写真番号
（複数記入

可）

損傷数量
損傷度Ｂ



42 ひび割れ

43 剥離・鉄筋露出

44 漏水・遊離石灰

45 沈下,移動,傾斜

46 洗掘

53 上下流（起終点）部護
岸のずれ等

主たる鉄筋の全てが露出し腐食が著しく、
耐荷力に影響すると思われる断面減少が
見られる。

損傷なし
沈下、移動や傾斜の疑いがあ
る。

明らかな沈下、移動、傾斜現象
が見られる。

落橋の恐れがある。

損傷なし 軽微な洗掘がある。
比較的大きな(深く、長く、広い)洗
掘現象が見られる。

その他 部材無し

基礎

部材無し

コ
ン
ク
リ
ー

ト

橋台
（側壁・底

版）

部材無し

部材無し

部材無し

下
部
工

部材無し

損傷なし 損傷あり －

落橋の恐れがある。

損傷なし
ひび割れから漏水が生じている
が、錆汁や遊離石灰はほとんど
みられない。

ひび割れから著しい漏水や遊離
石灰、僅かな錆汁が発生してい
る。
(単なる水滴や漏水等による遊離
石灰は除く)

内部鉄筋の腐食を表すような多くの錆汁
が発生している。
発生箇所が広範囲で耐荷力に影響すると
思われる鉄筋の断面減少が予想される。

ひび割れ幅0.2mm未満
ひび割れ間隔1.0m以上

ひび割れ幅03mm未満
ひび割れ間隔0.5m程度

ひび割れ幅0.3mm以上
ひび割れ間隔0.5m未満

耐荷力に影響すると思われるひび割れが
ある。
主桁が落橋する様な大きな割れがある。

局部的な剥離が見られ鉄筋の露
出があるが錆の発生は少ない。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出しているが腐食は軽微で
ある。

主たる鉄筋(主筋、スターラップ)
が露出し腐食が著しく断面の減
少が見られる。



チェックシート（損傷図）

管理事務所 路線名 橋種

橋梁コード 橋長(m)

橋梁名 総径間数

※その他損傷に対する記述，損傷スケッチ図，該当する写真番号を必要に応じて記入してください。※径間番号は、路線起点側を1番とする。但し、河川に架設されている橋梁は、上流側から見て左岸を1番とする。

支承

下部工躯体

基礎

横桁・縦桁

床版

その他付属物

主桁

備
考
お
よ
び
概
略
図

点
検
結
果
の
整
理

損傷度の最悪値を記入（悪い順：Ａ，Ｂ2，Ｂ1，ＯＫ） 損傷の総合評価（部材単位）　コメント 備　考

路面

伸縮装置

高欄・防護柵

排水施設

点検項目

点検日

点検者

点検径間番号

ひび割れ

遊離石灰

剥　離

漏　水

鉄筋露出

豆板・空洞

その他

凡　例



チェックシート（損傷図）

管理事務所 路線名 橋種 本線橋 2010/2/1

橋梁コード 橋長(m) 100 三重　太郎

橋梁名 総径間数 12 1

※その他損傷に対する記述，損傷スケッチ図，該当する写真番号を必要に応じて記入してください。※径間番号は、路線起点側を1番とする。但し、河川に架設されている橋梁は、上流側から見て左岸を1番とする。

Ｂ1

Ｂ2

ＯＫ

Ｂ1

Ｂ1

ＯＫ

ＯＫ

Ｂ1

Ａ

不明

Ｂ1支承 全体に腐食している。

下部工躯体 橋台パラペット部にひび割れがある。

基礎

横桁・縦桁

床版 端部に漏水、遊離石灰が見られる。

その他付属物 照明灯が腐食している。

主桁 ひび割れ幅が0.15ｍｍ程度で、下面、側面に見られる。

備
考
お
よ
び
概
略
図

点
検
結
果
の
整
理

損傷度の最悪値を記入（悪い順：Ａ，Ｂ2，Ｂ1，ＯＫ） 損傷の総合評価（部材単位）　コメント 備　考

路面 舗装のひび割れが伸縮装置付近で発生している。

伸縮装置 一部欠損をしている。

高欄・防護柵

排水施設 排水管が欠損している。

点検項目

○○○線 点検日

○○○○ 点検者

○○橋 点検径間番号

スケッチ図を描き、

損傷箇所を明記す

る

点検結果を記

管理事務所 路線名 橋種 本線橋 2010/2/1

橋梁コード 橋長(m) 100 三重　太郎

橋梁名 総径間数 12 1

※その他損傷に対する記述，損傷スケッチ図，該当する写真番号を必要に応じて記入してください。 ※径間番号は、路線起点側を１番とする。但し、河川に架設されている橋梁は、上流側から見て左岸を１番とする。

Ｂ

Ｂ

ＯＫ

Ｂ

Ｂ

ＯＫ

ＯＫ

Ｂ

Ａ

不明

Ｂ

点検日

点検者

点検径間番号

川越町

○○○○

○○橋

○○○線

備
考
お
よ
び
概
略
図

点
検
結
果
の
整
理

損傷度の最悪値を記入（悪い順：Ａ，Ｂ，ＯＫ）

床版

下部工躯体

基礎

支承

橋台パラペット部にひび割れがある。

全体に腐食している。

備　考

点検項目

ひび割れ幅が0.15mm程度で、下面、側面に見られる。

損傷の総合評価（部材単位）　コメント

一部欠損をしている。

排水管が欠損している。

照明灯が腐食している。

端部に漏水、遊離石灰が見られる

路面

伸縮装置

高欄・防護柵

排水施設

主桁

横桁・縦桁

その他付属物

舗装のひび割れが伸縮装置付近で発生している。

ひび割れ

遊離石灰

剥　離

漏　水

鉄筋露出

豆板・空洞

その他

凡　例

7
.5

0

8
.1

0
20.15

四日市

A1 P1

下流

下流

上流

橋台

A1

P1

下流 上流

P1側

１０８

1０９

９５９６

５９～６

1１０

７８，７
９

９６ ９５

７０，７１

９８ ９７

６９

4

１

７６

７９

ひび割れ

遊離石灰

剥　離

漏　水

鉄筋露出

豆板・空洞

その他

凡　例



別紙２　様式１様式２ 様式１

橋梁名・所在地・管理者名等
緯度 橋梁ID
経度

管理者名 路下条件 代替路の有無 緊急輸送道路 占用物件（名称）

部材単位の診断（各部材毎に最も厳しい健全性の診断結果を記入）

定期点検時に記録 応急措置後に記録

部材名
判定区分
（Ⅰ～Ⅳ）

変状の種類
（Ⅱ以上の場合

に記載）

応急措置及び
判定実施年月日

上部構造 主桁

横桁

床版

下部構造

支承部

その他

道路橋毎の健全性の診断（判定区分Ⅰ～Ⅳ）

（判定区分） （所見等）

全景写真（起点側、終点側を記載すること）
架設年次 橋長 幅員

※架設年次が不明の場合は「不明」と記入する。

定期点検実施年月日 自専道or一般道

（フリガナ）

橋梁名 路線名 所在地 起点側

定期点検時に記録

橋梁形式

備考（写真番号、
位置等が分かる

ように記載）

応急措置後の
判定区分

応急措置内容

定期点検者



別紙２　様式１様式２ 様式２
状況写真（損傷状況）
○部材単位の判定区分がⅡ、Ⅲ又はⅣの場合には、直接関連する不具合の写真を記載のこと。
○写真は、不具合の程度が分かるように添付すること。

【判定区分： 【判定区分：

【判定区分： 【判定区分：

】

】

上部構造（        ） 】 上部構造（        ）

支承部 】 下部構造


